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1 は じめ に

阪神大震災以後, 防災対策として , 建物の耐震性の強化や

防災計画の改訂が進められて い る｡ しか し, - ー ドゥ ェ ア や

マ ニ ュ ア ル で対応するの は巨額な費用と時間がかかる上に,

想定を越えた災害に弱い と いう決定的な弱点がある｡
一

方,

行政に携わる人も含めて市民
一

人
一

人が適切な備えや行動を

すれば, 災害を防ぐ ことは出来なく ても減災は出来る (刑座 ･

相馬, 1 99 7) ｡ そ の こ と に必要な知識やそれを活用する能力

杏
,
こ こで は減災リ テ ラ シ

ー と呼 ぶ こ と にする｡

滅災リ テ ラ シ
ー は

, 学校 で の教育を通して高め て い く しか

なく, 体験から学ぶ ことは難しい ｡ 理由は, 地震の頻度が低

い ことや
, 都市化に伴う災害の進化の ため に過去の事例に な

い被害が生じる ことがあるため で ある｡ 教育 の効果は, 子ど

もたちが国を担 っ て い く大人に な っ た時 に現れるだろう｡ 少

なくとも, 人災 に よ る被害を小さくする ことば出来るはずで

ある｡

教育を通し て子どもたち の滅災リテ ラ シ
ー を高める に は,

教員自身の滅災リテ ラ シ
ー を高める必要がある｡ 後 に論じる

よう に
､ 教員 に は, 市民 レ ベ ル 以上の科学的知識や社会科学

的知識が求められる｡ さ ら に , 教員は様々 な生徒や地域住民

の 将来や日 々 の 生活に大きな関わりを持 っ の で , 何 よ りも豊

かな想像力と自立が必要とされる｡ 果 たして教員に はそれだ

けの能力があるの だろうか ｡ も しもな いとすれば, 責任の
一

部は, その ような能力を育て る教育を行 っ て こ なか っ た教員

養成系大学にあり, 減災リ テ ラ シ
ー

の 高い教員を育て るプ ロ

グ ラ ム を た て る必要がある｡

ーーー.1 ---

本論文の目的は, 教員養成系大学で の滅災教育に お い て ,

滅災リ テ ラ シ ー を高める には学生の リ フ レ ー ミ ン グが重要で

あり, その ため の方法として ア ン ケ ー

トが効果的で ある こと

を論じる こと に ある｡ こ こ で , 減災教育とは滅災リテ ラ シ ー

を高める教育とする｡ その科学技術的および社会科学的な内

容に つ い て は刑座
･

相馬 (1 99 6) お よび相馬
･ 刑座 ( 19 9 6)

で 論じた｡ リ フ レ
ー

ミ ン グとは, 社会的に作られた フ レ ー ム

ワ
ー

ク ( 例えば様々 な教員像 1 つ 1 つ が そ れ に あたる) 杏,

個人が打ち破り自分の フ レ
ー ム ワ

ー

ク を作る こと で ある. 結

果的に , 自立 へ と っ ながり, ある い は自己変容すると言 っ て

もよ い ｡ 既成 の フ レ ー ム ワ
ー

ク に従う限り, 発想 の自由は奪

われ , 硬直化した社会を っ くる｡ 例 えば阪神大震災で見られ

た教育界の様々 な ト ラ ブ ル ( 耶座
･

相馬, 1 9 96) は , 時 に

は相互に矛盾する教員像の数だけ存在する フ レ ー ム ワ
ー ク に

,

個々 の教員が は ん ろうされた こと に原因があると の見方も可

能である｡ リ フ レ ー ミ ン グは滅災リ テ ラ シ ー の 質に大きく影

響すると いう関係があると考えられる｡ すなわち, リ テ ラ シ
ー

と い う概念には知識を生かす能力の ことが含まれ て い るが,

様々 な判断が フ レ ー ム ワ
ー ク に よ っ て 左右され るとすれば,

リ フ レ ー ミ ン グの 影響は大き い ｡
一

方 , こ の 論文の もう 1 つ

の 目的は, 滅災リ テ ラ シ ー を高める教育が, 学生 の リ フ レ ー

ミ ン グ に効果的で ある ことを示すこと にある｡ リ フ レ
ー ミ ン

グするに は何らか の き っ か けや具体的な問題が必要で あるが,

滅災リテ ラ シ ー は学生の生活環境に直接かかわるもの であり
t

関心 の度合いが高い ｡

以下 で は, 富山大学教育学部2 年生向けに開講された基礎

的な科学に つ い て の 2 つ の 講義に おける ｢ ア ン ケ
ー

ト を用 い



た減災教育｣ の 内容と結果を報告し, ア ン ケ
ー

トが リ フ レ ー

ミ ン グと滅災リ テ ラ シ
ー

の 向上 に及ぼす影響に つ い て論じる｡

付録として12 6 名が受講した ｢基本理科｣ で の ア ン ケ
ー

ト と

集計結果, お よびリ フ レ
ー

ミ ン グ に つ い て の デ
ー タ と して ア

ン ケ ー ト の感想文を つ ける｡ ま た本論文は, ア ン ケ
ー

トの効

用に重点をおい て い る の で , ア ン ケ
ー

トの 問題作成の ため の

分析や結果の解析に つ い て は, 寺田(1 9 97) およ び浦本 (1 9 97)

を参照されたい ｡

2 ア ン ケ ー トの設計

2 - 1 ア ンケ ー ト対象者の 選定

教員の減災リテ ラ シ ー を論じるため の ア ン ケ
ー

ト の対象に,

今回は富山大学教育学部学生を選んだ｡ 現役の教員を対象と

しなか っ たの は
,
大学を卒業し教員とな っ て も, 自主的な努

力 (地震に関する学習) をしな い限り, 教育学部学生と教員

との地震に対する知識は変わらな い と考えたか らで ある｡
一

方 , 学生を対象とする こと は, 自分の現状を把握して , 教員

として どの よ うな能力を高めて いく べ き で あるか理解して も

らう こと で
, 講義 の質が高まる効果をもたらすと考えた｡ そ

れ に よ っ て , リ フ レ ー ミ ン グが促され, 将来的に社会に有用

な教員となる ことを期待した｡

2 - 2 教員養成系学部にお けるカ リキ ュ ラム の 現状

富山大学教育学部の教員免許取得の ため の カ リキ ュ ラ ム に

は
, 現在減災リテ ラ シ

ー を高めるための講義はな い の で , 理

科系の講義で補うしかな い ｡ しか し, 中学校教員 ( 理科) 免

許取得をめざすい わゆる理科専攻の学生を除けば, 理科系の

授業は, 教材研究など に関係する ｢ 理科教育法｣ と, 平成8

年度入学生まで は ｢基本理科｣ , 9 年度生以降は ｢小学校理

科｣ と呼ばれる1 コ マ15 回の授業しかな い ｡ そ こ で は物理 ,

化学, 生物, 地学 の分野の講義を行う必要があるの で , 各教

科に つ い て はせ いぜ い 3 - 4 回の講義時間しか割り振る こと

はで きな い ( 例えば, 野村, 1 99 3) ｡ 理科専攻の学生に つ い

て は
, 地学分野の 講義が 2 コ マ あ り, 刑座と相馬が1 コ マ づ

つ 担当する ｡ た だし, 平成11 年度 に予定して い る学部改組

に伴い , 教員免許の取得を目的としな い生涯教育課程が新設

され
,
そ こ で滅災リ テ ラ シ

ー を高める ことを目的とする講義

が設けられる｡

こ の ような状況にお い て , 平成 2 年度から ｢基本理科｣ の

地学分野の講義の 内の 1 回を地震や地震工学にあ て て きた｡

ま た ｢ 理科教育法｣ の野外実習で , 半日大学の近くの呉羽山

の ふ もとの野外実習園にお い て地層と岩石の観察を行う機会

がある (長井はか,) ｡ 呉羽山は, 呉羽山断層の活動に より成

長して きた山で あり, 実習 レ ポ
ー

ト の課題として地震活動と

富山市の災害に つ い て考えさせ て い る｡

2
-

3 教育方法として の ア ンケ ー トの 選択

今回の ア ン ケ
ー

ト は, 学生 の滅災リ テ ラ シ
ー

の 現状を把握

する こと に加えて , 減災教育の手段として行 っ た｡ ア ン ケ
ー

トを用い る理由として , ア ン ケ
ー

ト に は強制力があり問題に

集中せざるを得ない こ と, お よび自分を知る手段として優れ

て い る こ とがある｡ さ ら に, 学生に と っ て は
` `

ア ン ケ ー

ト に

答えただげ
'

,
に したくはな いと考えたからで ある｡

ア ン ケ ー

ト の特徴と して , (1) 誘導尋問あるい は (2) 同じ

ような質問の繰り返しがある｡ 誘導尋問とは, 個 々 の質問の

前に阪神大震災など過去に発生した地震に おける具体的な被

害状況や教訓などの コ メ ン ト を並 べ る こ と に よ っ て , 答え が

必然的に分かる仕組みに して い る こ とを指す｡ 質問に答えな

がら
,
た と え分からな い問題にさ しかか っ た として も分か ら

な い まま の状態で終わる ことなく, 選択肢から何らか の回答

を選び出す作業をすること で学習が で きるよう に工夫した｡

同じような質問の繰り返しは, (1) な じみ の な い科学技術

的知識に つ い て視点を変えた質問を繰り返すことで概念を っ

かみやすくすることと, (2) 様 々 な質問を通じて自分を分析

出来るよう に するため である｡ 後者の 目的のため に, 問題 の

一

部 は, 単純に割り切 っ て答える ことが出来ない もの に し て

い る｡ そ の ような問題に繰り返し回答すること で , 建前的な

答えから本当の自分の気持ちに沿 っ た答え に変わるの で はと

考えた｡

2
-

4 質問の範囲と選定方針

ア ン ケ ー

トの 質問の作成にあた っ て は, 減災教育の教材と

する こと, お よ び滅災リ テ ラ シ
ー を 向上させるとい う観点か

ら (1) 利益 の得られる質問, お よ び (2) リ フ レ
ー

ミ ン グを促

す質問を設ける ことを基本条件とした｡ 利益 の得られる質問

とは, 回答する こと で , 新 たな知識を修得した, あ るい は身

近な疑問が解決したと いう満足感が得られるもの を意味する｡

リ フ レ
ー

ミ ン グを促す質問とは, 建て前だけ で は回答しにく

い質問や, あ るい は建て前だけ で回答を っ づけると答えが矛

盾するような質問群の ことで ある｡

質問の 内容は, 以下の ような ジ ャ ン ル に ま たがる｡

1 個人に つ い て ( 出身池, 性別な ど)

2 地震に対する意識, 関心

3 地震 に関する知識 (地震災害の科学技術的知識, 被災者

JL ､ 理 な どの社会科学的知識)

4 教員に つ い て ( 教員とはどうある べ きか)

5 個人として の地震時の判断 (教員に限らな い)

6 教員として の地震時の判断

2 - 5 地震災害に つ い ての 質問の 難易度

ア ン ケ ー

トを滅災教育の手段として用い る の で, 質問内容

や レ ベ ル は, 答えやすい もの で はなく, 知 っ て おく べ きもの

とした｡ 個々 の質問がなぜ滅災リテ ラ シ
ー と して重要な のか,

そ の 科学技術的背景に つ い て は, 浦本 (1 99 7) が論じて い

る｡ 従 っ て , 学生にと っ て は, 難 しい あるい は習 っ た こ とが

ない と いう レ ベ ル の もの が多くならざるを得な い｡

こ こ で は, そ の よ うな質問の例とし て建築基準法に つ い て

考える｡ 阪神大震災で の生死の分かれ目, あ る い は財産や生

活を失うか どうかを決めた の は建物の倒壊で あ っ た ( 相馬
･

- 2 -
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刑座, 1 99 6) ｡ 従 っ て , 市民 の減災リ テ ラ シ
ー

,
ゆえ に教員

の減災リテ ラ シ
ー の 内容の 1 つ と して こ の分野は必須のも の

と考えた｡

建築基準法に関係した教員の滅災リテ ラ シ
ー と して

, 直ち

に必要とされる知識に既存不適格の問題がある｡ 既存不適格

とは, 現在の建築基準法の規制に適合しな い古 い建物の こと

で ある｡ 新 しい法律で古い ことは罰せ られな い の で合法的に

放置され て い る｡ 公共建造物に つ い て も, 基準法で は改修を

うながすだけで罰則規定がな い ため に , 同様 に放置されたま

ま の も の が多い ｡ 1 95 0 年 に制定された建築基準法は, 1 96 4

年の 新潟地震, 19 6 8 年の 十勝沖地震, 1 97 8 年 の宮城県沖地

震で 発生した建築物の被害の教訓を取り入れて , 19 71 年,

1 9 81 年と大幅な改正が行われた｡ 19 95 年 の阪神大震災で も,

｢ 未曾有の｣ 等 の発言に示され るよう に , 直下型地震を想定

して い なか っ た ことと, 違法ある いは手抜き建築を防げなか っ

た こ とが明らか に なり ,
19 9 8 年6 月 に新しい基準法が公布さ

れ
一

部 は即日施行された｡ 問題は法が改正され て も, 既存 の

建物は改修されな い こ と で ある｡

既存不適格が問題に なる の は, 1 97 1 年 の建築基準法以前

の 建物は, 地震に弱い ためで ある｡ 様 々 な調査で鉄筋 コ ン ク

リ ー ト造り の建物で25 -50 % が 倒壊あ る い は大破 して い る

(例えば , 中 田, 19 95 ; 太 田 ,
1 99 6) ｡ 震災 の帯 (入倉 ,

19 96) に あ る灘区と東灘区の 公立学校の場合, 1 0 % が倒壊/
■

大破して い る (小谷, 1 9 96) ｡ 倒壊 の しかた の特徴は, 職員

室や 1 年生の教室がある ことが多い1 階が押し つ ぶ され て消

滅するようなもの で ある｡ 授業中で あればかなり の死傷者が

で たはずで ある｡ 最終的に全体で , 神戸市の場合, 市内の学

校3 45 校 の1 0 % が , 建て 替えある い は大規模な構造補強を要

する被害に あ っ た ( 神戸市教育委員会 , 19 95) ｡ 兵庫県全

体で解体した校舎や体育館は, 5 4 楓 79 楓 91 施設に 及ん

で い る ( 兵庫県教育委員会, 1 9 95) ｡

富山市 で は小学校48 校中の2 8 校が1 97 1 年の 建築基準法以

前の もの で ある｡ 中学校1 8 校中7 校が該当する｡ こ れ らは い

ずれ建て替える予定だが, 平成1 0 年 に は小中学校1 校づ っ 行

われる にとどまる｡ 財政事情の厳しい自治体で は, 調査をす

ると工事をせ よと の声があがる の で調査もで きな い所もある

(朝日新f乱 1 99 8) ｡ 呉羽山断層や跡津川断層が動けば, 秤

戸と同じ匪状が待ち受けて いる｡

以上の こ とか ら明らかなよう に , 教員 の滅災り与ラ シ ー と

し て校舎の安全管理に関すること で最低知 っ て おく べ き こ と

紘, 校舎が何年の建築基準法に従 っ て建 て られたものか で あ

ろう｡ 建物の主な出入口周辺の ど こか に , 定礎あるい は竣工

何年とい う埋め込みがあるはずで ある｡ もし19 7 1 年 以前 の

もの で あれば, 倒壊を想定した教室利用計画や防災計画をた

て ,
一

方教育委員会に建て 替えを要求するしかな い｡ 従 っ て ,

教員 に建築基準法や建築に関する知識を建築家なみ に理解す

ることが要求されて い る の で はない ｡ しか し, 専門家が知 っ

て おく べ き ことと教員が知 っ て おく べ き こ とばオ
ー バ ー

ラ ッ

プ して い る べ き で あり, 指導要領や指導書に ない との理由で,

建築に関する ことを知らなくて よ いとする の で あれば, 学生

が習 っ た ことがな い, あ るい は入試の範囲で ない と主張する

の と同じで ある｡
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6 リ フ レ ー ミ ングをね ら っ た質問の必要性

人の判断は, 同じ事象に対し て もどの ような フ レ
ー ム ワ

ー

ク で と らえるか に より異なる｡ 従 っ て , すで に述 べ たよう に ,

リ フ レ ー ミ ン グに より滅災リテ ラ シ
ー は向上する｡ 阪神大震

災の時, テ レ ビで は, 連 日 マ ス コ ミ や政治家, さ ら に学校関

係者の ちぐはぐな言動が目に つ い た｡ シ ス テ ム 全体が崩壊あ

るい は停止して い る にもかからわず, シ ス テ ム が成り立 っ て

い る こ とを前提とした各自の フ レ
- ム ワ

ー

ク に お ける マ ニ ュ

ア ル や前例に沿 っ て行動することか らくる こ っ けい さが原因

であ っ た｡ と っ さ に リ フ レ
ー

ミ ン グ出来なか っ たの で ある｡

そ の ような人々を育て た のがわが国の教育 シ ス テ ム だ とすれ

ば
,
リ フ レ ー ミ ン グ の ノ ウ - ウ を取り入れた教育が必要で あ

る｡

講義 の理解や定着も, 学生の リ フ レ
ー

ミ ン グがうまくいく

か どうか で異なるだろう｡ この こ と に気 づ い た の は, 阪神大

震災の 日の講義の 時であ っ た｡ そ の 1 週間前に , 都市化によ

る災害の進化とい う テ
ー

マ で 東京とともに京阪神の活断層の

地図を示して , こ こ も危な いと話して い た｡ こ の話題は, 著

者が大阪生まれ で , 19 7 8 年の 宮城県沖地震で ライ フ ライ ン

の崩壊を経験した こ と で組み入れ て い た｡ 翌週 1 月17 日 の

1 限目の その講義に 出る朝, ち ら っ と見た テ レ ビ に, 1 つ の

ビ ル だ けが砂の城の よう に砕けて道路にせ り出し て い る光景

が写 っ て い た｡ とも かく講義に で かけ, 著者も情報を持ち合

わせなか っ た の で先週の話は本当に な っ た ようだとだ け述 べ

た｡ だが学生はキ ョ ト ン と して い て , 雑談も起こらなか っ た｡

遅刻しな い よ う に ニ ュ
ー ス も見ずに登校したためかもしれな

い ｡ しか し, 次 の週に改めて説明を行 っ て も反応や質問もな

く学生が無反序で あ っ た の は, 講義を他人事として聞 い て い

たか らではなか っ たかと考える ように な っ た｡ 滅災リ テ ラ シ
ー

の促進を意図する の で あれば, リ フ レ
ー ミ ン グに よ り自分の

問題として考えさせ る仕掛けが必要で ある｡

3 ア ン ケ
ー トの 実施と結果

3
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1 実施状況

ア ン ケ ー

ト は
,
以下 の よう に刑座の担当する ｢地学総論Ⅱ｣ ,

｢ 基本理科｣ の 二 つ の講義中に実施した｡

ア 教員養成学部の学生の地震に対する意識調査

地学総論 Ⅱ 32 名 H 9 .4 .2 2

イ 教員と地震ア ン ケ
ー

ト < 1 > 地震 の原因
･ 予知など

基本理科 1 2 6 名 H 9 .6 .10

ウ 教員と地震ア ン ケ
ー

ト < 2 > 災害
･

防災など

基本理科 12 6 名 H 9 .6 .17

エ 教員と地震ア ン ケ
ー

ト < 3 > 教員に と っ て の震災

基本理科 1 23 名 H 9 .6 .2 4

以下, ア ン ケ
ー

トの題名はア - エ の 記号を用い て表す｡

- 3
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ア は平成 9 年度前期の ｢地学総論Ⅱ｣ を受講した理科専攻

の 2 年生を対象とする｡ ア の ア ン ケ
ー

トの分量はイ ウ エ の合

計に匹敵するもの であり, 1 時間かけて行な っ た｡ ま た
, 同

じ学生が受講する ｢地学実験 1 ｣ に お い て , ｢ 出身地の過去

の地震災害｣ と大学の側の ｢呉羽山断層が動い た場合の富山

の震度分布｣ に つ い て の調査 レ ポ
ー

トを課した｡ こ れ に より

｢ 地学総論Ⅱ｣ の ア ン ケ
ー

ト に よ る教育の効果が あ っ た かど

うか検討した｡

イ
,
ウ
,
エ は平成 9 年度前期の ｢基本理科｣ を受講した理

科専攻で はな い中学校および小学校教員養成課程の学生 養

護および幼稚園教員養成課程の学生 ( 3 回とも同じ学生) 杏

対象とした｡ 学年は アと同じく 2 年生 で ある｡ イ
,
ウ
,
エ の

ア ン ケ
ー

ト は
,
｢ 基本理科｣ の地学分野3 回の講義の終わり

20 分程を使 っ て 行な っ た. た だ し, 1 , 2 回目の講義で は地

球史や テ ク ト ニ ク ス を論じて おり, 3 回目で 1 , 2 回目の ア

ン ケ ー

ト結果のまとめをもとに地震に つ い て の講義を行 っ た｡

ア 群と の比較に より, 理科系とその他学生との知識や意識の

違い
,
あ る い は 1 回で行う ア ン ケ ー トと3 回連続の ア ン ケ ー

トの違 い の有無を調 べ た｡

い ずれ の ア ン ケ ー

トも, 卒論 の ため に学生が作成した ア ン

ケ
ー

ト で あ る こ とを伝え て行な っ た｡

イ
,
ウ
,
エ の ア ン ケ ー

トの 内容および結果は, 付録1 に ま

とめた｡ ま た, 第3 回目の ア ン ケ
ー

ト ( ェ) の 感想 (質問11)

を付録2 に示した｡

第2 回目の ア ン ケ
ー

ト ( ウ) を終えた後, 回答者の 感想に

｢正し い答えを知りたい｣ と い う意見が多か っ た の で , 第3

回目 の ア ン ケ
ー

トの 時に , そ れま で の結果と コ メ ン ト を配布

した｡ これ に よ っ て 自分の地震の知識の正誤や
, 他の回答者

と自分の考え方の相違などを知 っ て もらえるよ うに した｡

3
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2 単元の 偏りがもたらす低い減災リテ ラ シ ー

第1 回目の ア ン ケ
ー

ト (イ) は科学的知識を問うもの で あ っ

たo 背景説明があり選択式にもかかわらず, 正答率は 一

部を

除い て低い ｡ 以下 に , 教員の減災リ テ ラ シ ー の う ち科学的知

識に関係するもの に つ い て の正答率を示した｡

震度予測

建築 (基準 ･ 年数)

地震のタイ プと メ カ ニ ズ ム

活断層と地震断層

津波

地震の原因

震度と マ グ ニ チ ュ ー

ド

余震

8

ー

7

7

2

0

0

1

8

ー

0

1

5

6

ー

8

ー

2

3

4

4

8

8

震度と マ グ ニ チ ュ
ー ドの 関係 に つ い て , 19 % の 人は正し

く理解して い な い こ とが注目される. 震度と マ グ ニ チ ュ
ー

ド

を取り違えた デ マ が発生しやすいだけに
,
8 割の人が正しい

知識をも っ て い るの で よしとする ことは出来ない の で ある｡

正答率の特徴として
, 中学校理科で習う震度と マ グ ニ チ ュ

-

ドあ るい は余震に つ い て の正答率が高い の に対して , 地震予

知
,
建築などの応用的あるい は工学的な知識が低い ことが指

摘で きる｡ こ の ような分野は, 大学 で専攻しな い限り学ぶ機

会が ほと ん どな い ｡ しか し, 教員は使える知識として身に つ

けて おく べ きだろう｡ 例えば, 震度予測と建築基準法は, 自

分が勤務する学校は, どのくらい の震度の地震にみまわれる

のか
,
ま たそれ に耐えうる のか, に つ い て判断するため に欠

かせな い知識である｡

さ ら なる問題は, 正答率の高い震度と マ グ ニ チ ュ
ー

ドの 関

係も, リ テ ラ シ
ー と呼 ぶ に ふ さわしい実際的で活用できる知

識とはな っ て い な い こと に ある｡ 図1 は, ア ン ケ
ー

ト ( ア)

の 学生が ｢地学実験 I ｣ の課題 レ ポ ー

トで予測した, 呉羽山

断層で直下型地震が発生した場合の富山市の震度をまとめた

もの で ある｡ 課題 で は呉羽山断層の長さからM 6 .5 の 地震が

予測され て い ると提示して予測させた｡ 正答は震度7 で ある｡

約1 0 00 m の 厚 い 扇状地堆積物の 上に発達する富山市で は,

阪神大震災後の富山県の防災計画の見直しで は, 安政跡津川

地震を想定した場合は震度6 に なり
, 同 じ地盤デ

ー タ を用い

て呉羽山断層を想定した地震で は
, 神戸の震災の帯と同じ震

度7 に な っ た ( 北日本新聞, 19 98) ｡ 回答 で注目す べ き点は,

震度2 と想定するもの が少なからずい る ことで ある｡ ま たそ

の他として集計され たもの は, 大き い地震, 強い揺れなどと

答えたもの である｡ すなわち, こ れ らの 回答者は, 震度と マ

グ ニ チ ュ ー

ドが距離や途中の岩盤の性質で どの ように変化す

るのかとい う見当が っ けられず, 知識の活用が出来て い ない ｡

ア ン ケ ー

ト 回答者12 6 名 の うち
,
こ こ1 0 0 年以上大きな地震

災害の な い富山県お よび石川県出身者が1 00 名 い る｡ 彼らは

こ の質問に つ い て , 条件 に応じて あらためて考えようとはせ

ず, ｢ 富山に は大きな地震はな い｣ と い う子供の頃から の刷

り込み に沿 っ て回答したと考えぎるをえない ｡ さ ら に富山で

震度6 で あ っ た1 50 年前の 安政跡津川地震に つ い て の 伝承も

風化して い る ことがわかる｡

回答の傾向は, 理科専攻生と理科以外の専攻生の間に違い

はな い｡ す なわち, 理科専攻生に つ い て 行 っ た ア ン ケ ー

ト

( ア) と 理科以外の専攻生に つ い て行 っ たイ ･ ウ ･ エ の ア ン

ケ ー

トの正答率ははぼ同じ傾向を示す｡

そ の 他

震度 1

震度 2

震度 3

震度 4

震度 5

震度 6

震度 7
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図1 呉羽 山断層 を想定 した 地葉による富山の震度予測



阪神大震災 と学校(3) 学生 の リ フ レ
ー

ミ ン グと 減災 リ テ ラ シ ー の 向上 : 教員養成系大学 の 滅災教育 にお け る ア ン ケ
ー

トの 効果

3 - 3 原因と結び つ かない 災害イメ ー ジ

第 2 回目 の ア ン ケ
ー

ト ( ウ) は, 災害や防災に つ い て問う

た｡ 災害を減らすに は, 災害 の しくみを知らなくて はい けな

い
. 従来の学校教育で は教わらな い こ とな の で , 今回の ア ン

ケ ー

ト は学習効果を考慮して , 視点を変えた質問を繰り返し

行い , 王里解と定着を図 っ た｡

例えば, ブ ロ ッ ク塀 に関する質問で は, 質問の前 に, 宮城

県沖地震で はブ ロ ッ ク塀の倒壊で多数の命が失われたと いう

コ メ ン ト を つ けた. ま た, ブロ ッ ク 塀が簡単に壊れる ことを

知らなか っ た人が5 6 .3 % と約半数 (質問1 3) で は あ っ たが ,

ブ ロ ッ ク 塀が壊れ た理由 (質問1 4) に つ い て選択肢に答え

を並 べ た こ と に よ っ て , 理 由が分か るよ う に した｡ さ ら に,

通学路の危険確認 (質問1 5) と ブ ロ ッ ク塀 に よる被害と避

ける方法に つ い て ( 質問16) 回答させ, 念押しをした｡

学習の効果は, 第2 回の ア ン ケ
ー

ト ( ウ) の感想 (質問1 6)

か ら判断した｡ そ の
一

部 を以下に示す｡

･ 教育 で地震の被害を少なくで きると思 っ たo

･ 教員とし て の立場で の地震の見方を考えさせ られた｡

･ 教員 に な っ た とき に何をす べ きかを考えさせ られた｡

･ 教員は生徒が学校に い る間に地震, 火災が起こ っ た ら安全

な場所に誘導で きるよう に, い ろい ろ学ぶ べ きだと思 っ た｡

そ れ と知識があれば大きな混乱は避けられるか もしれな い｡

ブ ロ ッ ク 塀に よ る被害はどうや っ て避けるの か知りた い｡

･ 地域の状態に即した対策が必要でありそ の地域の状態をし っ

か り把握する ことから, 地震を考え て いく ことが出来ると

思う｡

･ 地震に よ っ て , 思い が けな い こ と で命を落とすことがある

の で
, 揺れだけ でなく建物の構造な ども認識しておかねば

ならな いと思 っ た｡

･ 地震は何時起 こるかわからない が前も っ て そ れ に対する知

識や見解を深め, 身の まわりの こ とに つ い て状況を把握し

てお けば
, 被害を幾分かく い止め られると認識した｡

･ 教員は必ずしも学校内の み で指導するわけで はなく, それ

以外で の指導も大きな ポイ ン トをしめると認識した｡

以上から明らかなよう に, ア ン ケ
ー

ト で学 ぶ こ と に より,

災害 に は因果関係があり, 何 らか の方策に よ っ て減らせるも

の だと考えるよう にな っ て い る｡ ま た自分の地震に対する知

識や認識不足, 教員の役割の重要性などに気が付いた ことが

分かる｡ しか し, 感想 に具体的な指摘がな い こ とか ら, 災害

の科学技術的な知識やそ の活用能力が高ま っ た とは考え にく

い ｡ それ で も, 知 らな い こ とがある こと に気づかず誤 っ た判

断をするより, そ れ を意識して いれば大きな誤りはしな いだ

ろう｡ そ して 各個人が教員として どうある べ きか とい う問題

に つ い て考えるよう に な っ た こ とが重要で あろう｡

3
-

4 自立して い ない教員予備群

第2 回目および3 回目の ア ン ケ ー

トで は, 自らの教員像を

探るような問題を多くした｡ しか し, そ の こ とに戸惑いがあ っ

た よう である. 感想 に は, ｢ 自分が教員の 立場だ っ た らどう
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しますかと い う質問があ っ た けど, こ う い う質問で さえもな

かなか答える のが難しい の で , 実際に教員になりた い と考え

て い る上で はも っ と こ う い う こ とを考えるよう に しなければ

いけな いと思 っ た｡｣ ( り の感想) , ｢ こ の ア ン ケ
ー

ト は教員だ っ

たとしたらと いう前提に もと づ い て い る の で答える の に苦労

した｡ ｣ , ｢ 自分が教員に な っ て み たら ･ ･ ･ と考えた ことが

なか っ た｡ ｣ ( ェ の 感想) とある｡ 回答者は教育学部学生で あ

る に もかかわらず, 職業として の教員と いうもの を考えた こ

とがなか っ た よ う で ある｡

この ことば
, 回答の傾向に現れて いる｡ 選択式の回答で は,

常識的に好ま しいとされる回答を選んで い る｡ 教員と い う視

点で はなく ,
｢ 学校の 先生｣ が い っ も そうして い たと い う理

由で選ん で い ると考えられる｡ しか し, あ なたが教員だ っ た

らとい う質問で記述式の回答を求めた場合, 自分 の内なる教

員イ メ
ー

ジ に気づ き, ｢ 学校の 先生｣ と い うイ メ ー ジか らく

る回答との ズ レ に ス ト レ ス を感じた の で あろう｡ 前者 の例と

して
, 第3 回の ア ン ケ

ー

トの質問1 , 2 , 3 で は, 教員は学校

に いる ことが前提で , ｢ 学校の先生｣ としてイ メ ー ジさ れる

回答を選んで いるが,
一

方質問4 と5 の自宅で地震に あ っ た

時や家族が亡くな っ た時 の行動を問うもの で は, そ れ ぞれ

8 6 .2 % と6 2 .6 % の学生が家族とい る ことを選択して いる｡ こ

の よ うな矛盾した回答が ス ト レ ス に なり, 感想 に上記や付録

2 の ような意見を書いたもの と考え られる｡

以上 の よう に現況は, 2-3 年後 に教員として 自立して い け

るとは言いが たい もの で ある｡ こ の よ うな解釈は, ア ン ケ ー

ト の感想に ｢教員として とる べ き正しい答えが知りたい｣ と

書かれ て い るものが多くあ っ た こ とからも支持されよう｡ 自

分で答えを見 っ けるの で はなく, 他人 の価値判断に頼ろうと

して い る. 固定的な フ レ ー ム ワ ー ク に縛られ, マ ニ ュ ア ル 人

間に なる兆候を示して い ると考え られる｡ 多く の事例が示す

よう に正し い
.
t 決 ま っ た答えはない ｡ 借り物 の フ レ ー ム ワ

ー

ク で 行動で きる状況が続く場合はよいが , 新 し い状況が生じ

た時に破綻する｡ また在学中は, 他人事とし て単位をそろえ

るためだけ に講義を受ける こと になる｡ た だ し, 質問4 , 5

の 回答が自らの自立した教師像として 出てきたものとすれば
,

自立して い な い と判断した我々が , 古典的な教員像に縛れら

れ て い ると考える べ き で あろう｡ そ の場合, 我々 自身がそれ

ぞれ の教員像を求めて社会と コ ミ ニ ュ ケ -

卜 して リ フ レ ー

ミ

ン グして いく必要がある｡

3
-

5 現実的な避難訓練を

避難訓練に つ い て の 一 連の 回答に は, 興味深い傾向が認め

られた｡ す なわち, 避難訓練に つ い て は, 10 0 % に近 い学生

が必要性を認めて い る に もかかわらず (質問6 , 7) , か っ て

自分たちが経験した訓練に つ い て は8 割が否定的な意見を述

べ て い る (7- d) 0 8 割 の回答者が避難訓練を無意味と考え

て い るなら必要性に1 0 0 % の 支持が集まるとは考え にく い の

で , 阪神大震災の記憶や, 今回の ア ン ケ
ー

ト を通じて見えて

きた災害の しくみ に対して , 教育の力 でな ん とかした い とい

う希望の現れと考えた い ｡ 避難訓練の あり方を早急に改善す



ベ き で あろう｡

4 ア ンケ
ー トに よる リフ レ ー ミ ン グ

4
-

1 なぜリ フ レ
ー ミ ン グが必要 なの か

阪神大震災後, 新聞 に日本語講師の意見が載 っ た｡ 阪神大

震災に対する政府の対応を見ながら日本の教育の ことを考え

たと いう ; ｢ 初 めて の こ となの で｣ ｢ 要請がなか っ た の で｣

とい う言葉は, ｢ 習 っ た こ とがな い の で｣ ｢先生に言われなか っ

た の で｣ と い うふ う に聞 こえた｡
･ そう した教育を受けた超優

等生たちが ,
こ の国の ト ッ プ なの で ある｡ ま た, 良い点を は

めるよりも間違 っ た点を指摘する減点主義が , 検疫だ, 免許

だと
, 決まりを破る ことを臆病にさせ果敢な判断や行動をち ゅ

うち ょ させ て しま っ た の で はな いか｡ そ し て何より マ ニ ュ ア

ル が な い と自分で は何も決められな いと い う危う い実態｡ 今

後も, マ ニ ュ ア ル に な い こ とが次々 に起 こるだろう｡ そん な

時, 人間として 正し い判断の で きる人を育て る こと こ そ , 教

育の重要な課題で はな いだろうか (朝日新聞, 1 99 5) , と い

う もの で あ っ た｡

滅災リ テ ラ シ
ー

の 本質, お よ び教員養成系大学が何を教育

すべ きなの かが, こ こ に凝縮されて い るよう に思う｡ 防災学

の ような学で はなく, リ テ ラ シ
ー とい う言葉が急激に社会に

浸透して きて い る の は, 人 々 が, 専門家の い い なり に なる の

で はなく, 納得 の いく正 しい判断, 対等な コ ミ ニ ュ ケ
ー シ ョ

ン を求め て い る こ と の現れ で あろう｡ そ の ため に は, 自分自

身がリ フ レ
ー

ミ ン グして
,
人 々 と対等に コ ミ ニ ュ ケ

- ト して

い く必要がある｡

4
-

2 自己カ ウ ンセリ ングの手段と して の ア ンケ
ー ト

今回の ア ン ケ
ー

ト に は
,
1 回およ そ60 分で 回答を求めた

も の ( ア) と ,
3 週連続で 各20 分づ っ 計60 分で お こ な っ た

も の (イ ･ ウ ･ エ) が ある｡ ア ン ケ
ー

ト の感想の比較で は,

3 回 に分けて行な っ た方が回答者に地震に つ い て 深く考えさ

せ る時間を与えた ことがわかる｡ 1 回限りの ア ン ケ
ー トで は,

感想 へ の回答が32 人中12 人 で3 7 .5 % で あ るの に対して , 3 回

の も の で は述 べ3 75 人中34 1 人 で90 .9 % で あ っ た｡ 感想文の

量も回を重ね る ごと に増加して い た｡ こ の こ とか ら, 3 回に

分けて行 っ た ア ン ケ
ー

トで は
, 毎週違 っ た角度か らア ン ケ

ー

ト に答えながら考え て い くと いう積み重ねがよか っ た の だと

考えられる｡ しか し, 1 回限り の ア ン ケ
ー

ト群 に つ い ても,

そ の後の地学実験1 で の地震に関する レ ポ
ー

ト の質が例年の

学生よりも高いと判断される ことか ら, 効果がなか っ たとは

言えない ｡

4
-

3 学習意欲の 向上

今回の ア ン ケ
ー

ト で は
, 付録2 の感想に あるよう に , こ れ

ま で地震に つ い て全く矧L ､が なく, 自分が教員であ っ た場合

の対処に つ い て考えた ことがなか っ た学生たち に , 地震 へ の

無知を気付かせ, 多少なりとも地震に対し関心を持た せる こ

とが できたと考える｡ また, 教員と いう仕事の特殊性, 責任

の重さを気付かせる こともで きた｡

すなわ ちア ン ケ
ー

トの効果として , 学習意欲の 向上があげ

られる｡ 感想 に は, ｢ 詳 しい 防災方法や実際に地震が起こ っ

た所の状態を聞きた い｣ , ｢ も っ と地震や災害に つ い て の知識

を深め なくて はならない と思 っ た｣ な どとある よう に, 地震

災害に つ い て 深く考え た いと い う意欲が認め られる｡ 広井

(19 96) は , 寺田寅彦の災害論の特徴を次の よう にまとめた ;

｢ 科学的知識の普及に よ っ て災害の 被害が減少できると いう

信念, む しろ防災教育の充実を通じ科学的知識を普及させ る

ことに よ っ て しか被害は防げない とい う信念で あり, 言 い換

えれば国民の間に合理精神を植え つ けるとい う目的を も つ も

の で あ っ た｣ ｡ すな わち, 関JL ､ が高 い時 に そ の こ とに つ い て

学習する ことは より高い学習効果が得られ る｡ 学習内容が自

分にと っ て価値があると考えれば, 積極的に学ぶ はずで ある｡

ア ン ケ
ー

トの 質問項目の選定にお い て ,

` `

利益 の得られる質

問
"

とい う条件をお い たの もその ためで ある｡

4 - 4 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よる リ フ レ ー ミ ング

リ フ レ ー ミ ン グの手法に は ロ
ー ル プ レイ など様々なもの が

あるが, ア ン ケ
ー

トを用いた シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン も ロ
ー ル プ レ

イ の方法の 1 つ で あ る｡ 様 々 な場面を想定して , 自分の こと

として真剣に考え自分なりの答えを出して おく ｡ 滅災リ テ ラ

シ
ー

に かかわるようなもの は, 日常の自分の生活に関わるも

のが多く, そ の ような目的の シ ミ ュ レ
-

シ ョ ン の テ
ー マ や シ ー

ン と して適して い る｡

特 に, 教員に つ い て は教育界や社会は様々 な教員像を持 っ

て い るだけ に, シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ る リ フ レ ー

ミ ン グに よ

り教員
一

人
一

人が自分なり の回答を出す必要に迫られ て い る｡

ア ン ケ ー ト に お い て , 学生は正し い教員像 の答えを知りたが

るが ,
そ
.
の よ うなもの は存在しな い の で ある｡ 寺田 (19 9 7)

の 分析で は, 阪神大震災の時は, 教員は, 市民や マ ス コ ミか

ら見た学校の専門家として の教員, 管理職で ある校長から見

た教員, 同僚として の教員, 防災 マ ニ ュ ア ル 等 に おける公務

員として の教員, 家族からみた夫や妻, 児童生徒から見た先

生と して の要求に は ん ろうされたo た と えリ フ レ
ー

ミ ン グし

て い なくて も, 普段ならば, 管理職から見た教員と児童生徒

の先生という 2 つ の フ レ
ー ム ワ

ー

ク を
, 職員室と教室とい う

異な っ た空間で使い分ける こと で矛盾は生じな いかもしれな

いが
, 非常時の様々 な要求に答えるの は無理 で ある｡ 今後,

学校と地域や社会とのかかわりが密に なる に つ れ ,
主体性の

な い対応に批判が集まる よ う になるだろう. リ フ レ
ー

ミ ン グ

の必要性は, 滅災リ テ ラ シ
ー だ け に とどま らず, 学校や教員

の責任が論じられ て い る今日的な様々 な学校の問題に つ い て

もあて はまる｡

学部2 年生の段階で の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を意識したア ン ケ
ー

ト教育は, 教員として の自覚を高める効果があ っ たと考えら

れる｡ 付録2 の感想文の 8 割以上が教員として の職業意識に

つ い て書かれ て い る｡ 通常は, 教育学部学生の教員として の

意識は, 3 年生後半からはじまる教育実習を経て高まるよう

で ある｡ そ れ ま で無味乾燥な感じがして い た各教科の教育法

-

6 -



阪神大震災 と学校(3) 学生 の リ フ レ
ー

ミ ン グ と減災 リ テ ラ シ ー の 向上 : 教 員養成系大学 の 滅災教育 に お け る ア ン ケ
ー

トの 効果

の授業がおもしろくな っ た と い う意見も聞く｡ しか し, 実習

が終わるま で そ の ような意識にならない の は, 遅すぎはしな

い だろうか｡ 今回の 2 年生向けの滅災教育で の ア ン ケ
ー

トの

よう に , ぎり ぎりの条件を想定した シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン で , も っ

と早 い時期に自分の教員像を作り出すの は無駄で はな い ｡ 実

習が より充実したも の となり, リ フ レ
ー

ミ ン グが進むもの と

考えられる｡ ま た, あ らかじめリ フ レ
ー ミ ン グして おく こと

は
, 実習で刷り込まれる固定的な教員像に対して , 冷静 に分

析で き る余裕を生むと いう利点も有する｡ 幼少時か らあ こが

れ て い た先生像に対し て , 実習現場で の価値観の転換は強烈

なもの で あり, そ の 時の体験を正当化しやすい ｡
一

生そ の よ

うな フ レ ー ム ワ
ー

ク で 職業とし て教員を続けるの で あれば,

減災リ テ ラ シ - の 促進と いう点からも好ましくな い ｡

シ ミ ュ レ
- シ ョ ン に よ るリ フ レ ー

ミ ン グと い う視点で , す

で に指摘した よ う に, 3 回目の ア ン ケ
ー

ト ( ウ) の 質問4 ,

5 に お い て
,
｢ 家族と共に い る｣ と い う回答が多い と い う特

徴は注目に値する｡ こ の回答は, そ の前の 質問1 , 2 , 3 の

建て前的な回答とは
一

見矛盾する｡ しかし, 3 回目の ア ン ケ
ー

トな の で, 3 回の ア ン ケ
ー

トを通じて シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン に よ

り
,
リ フ レ ー ミ ン グが進ん で い たとすれば結果は重い｡ 教員

として の 自覚を持 っ た上 で そ の状況で はそ の判断が
一 番正 し

いと考えたならば, もし自分の選ん だ行動が ｢家族と共に い

る｣ こ とで あ っ て も, 周囲か らの批判に対して後悔しな い は

ずで ある｡ 現役の教員で あ っ て も, リ フ レ
ー ミ ン グを意識し

た ア ン ケ ー ト を行えば , 同じ よ うな結果が得られ るかもしれ

な い｡ 若い世代の みならず現役世代もそうで あ るならば, 各

教員がお互い の相違を受け入れ理解する ことが必要で あり,

そ うすれば数々 の報告に見られる悪平等意識からくる教員同

士の いさか い や ス ト レ ス は今後は減るだろう｡

5 リ フ レ ー ミ ン グと減災 リテ ラ シ ー

5
-

1 リ フ レ ー ミ ングに よる滅災リテ ラ シ ー の 促進

減災リテ ラ シ
ー とは

, 判断する能力で あるとも言える｡ 様々

な知識を動員して状況を読み判断する｡ 判断に は人を説得で

きるだけの 合理性が必要で ある｡ 科学技術的な知識を持 っ こ

とや
, 論理的な思考能力が必要なの は言うま で もな い｡ しか

し減災リ テ ラ シ
ー と し て求められる判断力の特徴として , 複

数の フ レ
ー ム ワ

ー

ク の なか で生じる様々事象を取捨選択する

能力が含まれると考えられる｡ 阪神大震災を例とし て考えよ

う｡ 校長からの指示や命令, そ の対応におわれながら泣く子

どもや喧嘩する大人の相手を し, 頭の 中で は安否の確認で き

な い生徒の ことや自分の家族の ことを考え て い る｡ 教員はそ

の狭間で どうしたらよい の かと自分の行動が分か らなくな っ

て しまうだろう｡ 災害時に は, 普段の学校で の仕事と ジ ャ ン

ル の違う ことが起こ っ て しまう の で ある｡ で も本当に必要と

された行動は, そ の よ うなもの で なか っ た ことが後に 明らか

に な っ て き た｡ 何を優先す べきなのかとい う判断がうまく い っ

て なか っ たの で ある｡ も しそ の よ うな判断に必要な能力が無

ければ
,
どう で もよい仕事に走り回 っ て しまうだろう｡ 自分

は今, 何を優先すればよい の か分か っ て おく こ とが教員にと っ

て必要で ある｡ 災害医療の世界で ｢ ト リ ア
ー ジ｣ と呼ばれる

考え方に通じる｡

それ で は
,
そ の よ うな判断を行うため に は, 科学技術的な

知識や論理力だ けが あればよい の だ ろうか ｡ 科学技術は, 同

じ土俵に乗らない もの を比較したり予測したりする ことは出

来ない ｡ 最終的な拠り所は, 自分 の価値観である｡ そ れ は借

り物の フ レ
ー ム ワ

ー ク か ら出て くるもの で はな い ｡ リ フ レ
ー

ミ ン グされ, 常 に修正され て い るから こそ, 決断で きる の で

ある. すなわち, リ フ レ
ー ミ ン グに よ っ て減災リ テ ラ シ

ー

は

促進されると考えられ る｡

5
-

2 リ フ レ
ー ミ ン グか ら想像力へ

減災リテ ラ シ
ー の 高 い教員とは, 想像力豊かな教員と表現

する ことも出来る｡ これ ま で , 教員 に は想像力はあまり求め

られ て い なか っ た｡ そ の結果が阪神大震災で の ,
` `

想像を越

え だ
' "

未曾有 の
"

と い う言 い訳を生み出したの で ある｡ 阪

神大震災は, 地震の専門家に は
` `

想像して い だ
'

地震だ っ た

の で ある｡ 非常時には子ども の命をも預かる ことに なりうる

教員という立場を考えると, ｢ 予想して い なか っ た｣ で は済

まされな い｡
一 般 に教員は, 市民や児童生徒 の前で は専門家

として振る舞うが , 実際の専門家に対して は市民とし て振る

舞う｡ そ の た め減災リ テ ラ シ
ー

に か かわるような情報は, 専

門家の もの であるとして知ろうと努力して こなか っ た｡
一

方 ,

専門家も個別の状況や専門外の こ とをわか らな いか, あ るい

はわかろうとしな いと い う欠陥を持 つ の で , 待 っ て い て も滅

災教育の プ ロ グ ラ ム , 指導書や教科書とい う形に し で情報提

供して くれるとは考え にく い ｡ 結局, 教員は想像力を働かせ,

滅災リ テ ラ シ
ー を高めるため に必要な情報を取り入れて行く

しかな い の で ある｡ 教員の仕事は, 社会の先端と市民の 問を

義務教育や生涯教育の場に お い て取り持 っ こ ととすれば , む

し ろ情報入手は本務で あろう｡

リ フ レ ー ミ ン グ に より想像力を豊かにする ことは, 日頃の

教育で も重要で ある｡ 例えば他の学校で事件が, ある い は他

の ク ラ ス で問題が起こ っ た時, 他人事だとは思わず教員はそ

れを自分の問題だととらえ, そ の場合に自分ならどう対処す

るか
,
ある い はそうならな い ため に 日頃どうするかを考え て

おく ことが必要だ ろう｡ こ の こ とは, 前例として覚えて おく

こと で はない の は言うまで もな い｡

5
-

3 防災マ ニ ュ ア ル を読む前の リ フ レ
ー ミ ン グ

阪神大震災以後, 自治体の 防災計画や マ ニ ュ ア ル の見直し

が盛ん で ある｡ 例 えば神戸市教育委員会が平成8 年8 月 に発

行した ｢ 学校震災対応 マ ニ ュ ア ル 作成指針｣ (神戸市教育委

員会, 19 96) は , 教員と児童生徒が別々 に い る場合, 登下

校時, 在宅中など6 通り の状況設定がなされ, こ れ を基本に

地域と連携しながら各学校園で の独自の マ ニ ュ ア ル を作るた

め の マ ニ ュ ア ル で あ る｡ 宮城県沖地震を経験した仙台市にお

い て も, 避難訓練に は, 登下校時, 在宅時を想定する ことや,

実際の訓練を遠足時に行うと い うよう にな っ たが, 神戸市の
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もの は
, 地域と連携し各学校園独自にと い う点にお い て , 従

来の もの とは
⊥

線を画する｡ しかしながら
,
マ ニ ュ ア ル に は

,

ツ リ ー

型の 指揮命令系統の ため に シ ス テ ム が崩壊すると機能

しな い (刑座 ･ 相馬, 1 99 6) , 想定され て い な い こ と に つ い

て も機能しな い と い う根本的な欠陥が ある｡ 斉藤 (1 99 7)

は
, 阪神大震災で の学校の状況を整理 し

,
す べ て の場合を想

定した機能的な マ ニ ュ ア ル は あり得ない と結論して いる｡

現実的な解決法は, 教員
一 人 一

人がリ フ レ
ー

ミ ン グに より

滅災リテ ラ シ ー を高めて から, マ ニ ュ ア ル を批判的に読み,

自分自身の 内なる マ ニ ュ ア ル を作る ことしかな いだ ろう｡ こ

の こ と に つ い て , 日頃か ら同僚や管理職と コ ミ ニ ュ ケ
-

卜 し

て おく ことが重要で ある｡ 個人の マ ニ ュ テ ル と して , 通勤 に

数時間かかるような状況に お い て 出勤することよりも, 地域

の学校で住民として支援すること の方がよ いと い う選択もあ

る ことを平時か ら互い に理解して おくの で ある｡ こ の よ うな

考え に対する障壁は, 例 えば, 教員も公務員なの で , ｢ 動員

の原則｣ とし て
, 神戸市の場合震度 5 以上 の地震で自動的に

防災指令が発令され, 学校に出なくて はい けな い こ とで ある｡

しか し, 命令 にある ｢ あ らかじめ指定された場所｣ が教員に

と っ て常 に勤務校なのか, そ の時の出勤率で管理職とし て責

任を問われる のか等々を, 管理する立場の人々 もリ フ レ ー ミ

ン グし て議論すれば解決の糸口 は見 っ けられるだろう｡

5 - 4 滅災リテ ラ シ ー の 向上に よる リ フ レ ー ミ ング

これま で の議論から明らか なよう に, 減災リ テ ラ シ ー の 向

上とリ フ レ ー

ミ ン グは
, 相乗効果の関係, ある い は卵と にわ

とり の関係に あると言 っ て も よい o リ フ レ ー ミ ン グに より価

値判断基準が整理され, 減災リ テ ラ シ
ー が促進される.

一

方

科学技術的あるい社会科学的知識やそれらの活用法が修得さ

れる に つ れ視野が広まり, リ フ レ
ー

ミ ン グの幅が増えるo そ

もそも偏 っ た数少ない フ レ ー ム ワ ー ク しか知らなければ, 本

当に自分に ス ト レ ス の な い フ レ ー ム ワ ー

ク の 構築は困難で あ

ろう｡

･ 滅災リ テ ラ シ
ー

に かかわる話題は, リ フ レ ー

ミ ン グの ため

に最適であると考える｡ 様 々 な社会的な仕組みや矛盾と関係

して おり解決も困難で あるが , 自分や家族の安全や生活環境

にかかわるもの で あり, 解決 によ っ て得られる利益も多い ｡

今回の ア ン ケ
ー

ト に よる滅災教育で は, 付録2 に見られ るよ

う に自分なり の教員像を意識するよう にな っ て おり
,
リ フ レ ー

ミ ン グがはじま っ て い ると評価出来よう｡ しか し, 科学技術

的な面に つ い て は, 減災リ テ ラ シ ー が高ま っ たとは言えな い ｡

そ の ため に
, 判断 できな い こ とが多数残り, 明確な自分なり

の教員像を持て た者は少な い ｡ そ の意味で , 滅災リ テ ラ シ
ー

を高める ことは, リ フ レ ー

ミ ン グに と っ て も重要な こと で あ

ると考えられる｡

6 ま と め

教員の減災リテ ラ シ
ー と は

,
な ぜ理不尽に も多数の人が死

ななければ い けなか っ た を考える ことから, 教育の 力で何が
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で き る の か考え て い く能力であろう｡ 震度と マ グ ニ チ ュ ー ド

の 関係をうまく教えたり
,
迅速な被害状況の報告や避難所の

運営のうま い へ た は必要で あるが本質で はな い ｡

今回, ア ン ケ ー

ト で は
, 具体的な設定の もと で教員として

どうするかを問う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 的な質問を多く した｡ そ

の結果, 回答者は, 学生 で はなく教員として の フ レ ー ム ワ
ー

ク で 回答した. こ れ に より ｢教員として の実感｣ ( ア ン ケ ー

トの感想) を持 っ た ようで あり, 教員として地震に どう関わ っ

たらよい かを深く考えた よう で ある｡ 付録2 の感想は, 多く

の学生が ア ン ケ ー

ト に ま じめ に とり組ん でくれた ことを表し

て い る｡ す なわち, 地震 に つ い て の意識が ア ン ケ ー

ト を行な

う前とは変わ っ た の で ある｡ そ の意味で , ア ン ケ ー

ト に よる

滅災教育と呼ん で も よ い と考え て い る｡

減災リ テ ラ シ ー を高める教育は, これ ま で教員養成系大学

にはなか っ た｡ しか し, 先 に述 べ たように富山大学教育学部

では改組で新設され る生涯教育課程の講義として登場する｡
一

方 , 児童生徒の滅災リテ ラ シ
ー

は どの ような授業で行えば

よい の だろうか｡ 1 つ の 案は, 2 00 0 年か ら先行的に小学校

3 年か ら中学校 3 年ま で の広い範囲で はじまる ｢総合的な学

習｣ の時間であろう｡ これ に つ い て は, 梅 田が別に報告する

予定である｡
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付録1

｢ 基本理科｣ 受講生 に対する ア ンケ
ー ト結果

第1 回 地震の 原因 ･ 予知な ど

9 7 0 6 1 0 実施

1 あなた の住んで い る所に, 被害をもたらす地震が起こ

る のではないかという不安を感じて いますか｡

1 強く感じて い る (1 .5 9 % ) , 2 感じて い る (4 4 .7 % ) ,

3 あま り感じ て い ない (43 .7 % ) , 4 は と ん ど感じて

い な い (1 0 .3 %)

2 自分の 住んで い る所に起こ りうる地震の特徴や , そ の

被害の桔徴を知 っ て い ますか｡

1 は い (1 9 % ) , 2 い い え (81 % )

2- a
` `

1 は い
"

と答えた人に聞きます. そ の情報はど こか

ら得ましたか ｡

1 家族や親戚から (祖父母 ･ 両親 ･ そ の他親戚(26 .3 % )

2 情報メ デ ィ ア か ら (地震の専門書 ･ 雑誌 ･ 新聞 ･ テ

レ ビ ･

ラ ジオ ･ イ ン タ ー ネ ッ ト) (78 .9 % )

3 学校 で (4 7 .4 % )

2-b
"

3 学校で
' '

と答えた人に聞きます｡ 具体的にどんな

場でで したか ｡

1 授業 で学ん だ (学校 : 小 ･ 中 ･ 高 ･ 大) (77 .8 % )

2 先生の 雑談で (22 .2 % )

3 友達との会話 (ll .1 % )

4 そ の他 (0 % )
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2- c l で
``

2 い い え
"

と答えた人に聞きます｡ なぜ知らな

い の ですか｡

1 誰も教え て くれな いか ら (4 .9 % )

2 調 べ た こ とがな いから (43 .6 % )

3 興味が ない / 知らなく て も良い と思うから (5 .9 % )

4 ど こ を調 べ ればよいか分からな いか ら (5 % )

5 調 べ る き っ か けがなか っ たか ら (3 5 .6 %)

6 そ の他 (3 % )

3 あ な たは地震の原因を説明で きますか ｡

1 はい (4 6 % ) , 2 い い え (54 % )

3
' ``

は い
"

と答えた人 に聞きます｡ プ レ
ー ト境界型地震と

内陸型地震の地震発生メカ ニ ズ ム に つ い て説明できますか｡

1 は い (2 0 .7 % ) , 2 い い え (77 .6 % )

3
' …

は い
"

と答えた人 に聞きます｡ あなたは阪神大震災と

関東大震災の相違点が分か りますか｡ あてはまるもの を い

く つ で も選んでくださ い ｡

1 各地震の メ カ ニ ズ ム の違 いが分か る (1 .7 % )

2 各地震の被害の特徴の違いが分かる (1 3 .8 % )

3 ど ち らか片方の ことを知 っ て い る (分かる の は : 阪

神 ･ 関東) (12 .1 % )

4 ど ちらも同じような地震なの で相違は分かり にく い

(0 % )

5 ど ち らも同じ特徴を持 っ た地震と言える (0 % )

6 ど ちら の地震に つ い て もよく分からな い (19 % )

4 震度と マ グ ニ チ ュ
ー ドの違 いで正 しい の は?

1 震度はある場所で の地震の強さ｡ マ グ ニ チ ュ
ー

ドは

地震の 大きさ (81 % )

2 マ グ ニ チ ュ ー

ド はあ る場所で の 地震の強さ｡ 震度は

地震の 大きさ (1 5 .1 % )

3 分か らな い (4 .0 % )

) 地震は, プ レ
ー

ト境界型地震とプ レ
ー

ト内地震に分けら

れます｡ プ レ
ー

ト境界型地震とは, 年間1 0 c m に 達するプ

レ
ー

トの 運動に よ る ズ レ応力の ため プ レ
ー

ト境界がすべ っ

て 起 こる地震で あり, マ グニ チ ュ
ー

ドは巨大であるがプ レ
ー

ト境界が陸地より離れ て い るため震度は小さくなる｡ プ レ
ー

ト内地震とは, プ レ
ー

ト 内部 に伝わる応力の ためプ レ
ー

ト

内部 の断層が , す べ っ て 起 こ るも の で あり, 震源が近い た

め マ グ ニ チ ュ ー

ドが小さ い わり に は震度は大きい ｡

5 上述 の こ とをふまえて次の 中か ら正 し いも の を選んで

ください｡

1 関東大震災は, プ レ
ー

ト境界地震であり , 阪神大震

災は, プ レ
ー

ト 内地震で ある (34 .9 % )

2 阪神大震災は, プ レ
ー

ト境界地震で あり , 関東大震

災は, プ レ
ー

ト 内地震で ある (1 7 .5 % )

3 プ レ ー

ト境界地震は, 被害が狭い地域に集中する傾

向があり, プ レ
ー

ト内地震は, 広い地域に わた っ て大

きな被害を受ける ことが多い (36 .5 % )

4 プ レ ー

ト内地震は, 被害が狭い地域に集中する傾向

があり, プ レ
ー

ト境界地震は, 広い地域に わた っ て大

きな被害を受ける ことが多い (42 .9 %)



t 地震 の結果, 断層が できる の で はなく , 地震と は断層運

動そ の もの で ある ことがわか っ て き ました｡ 阪神大震災以

後は, 活断層と いう言葉が注目を浴びて い ます｡
一

方, 地

震の規模と被害の 関係に つ い て は, 未だ に誤解があるよう

です｡

6 活敵層と地震断層の違いを知 っ ていますか.

1 活断層は地震断層が地表に現れた所｡ 地震断層は実

際に地震が起こる断層 (31 .7 % )

2 地震断層は活断層が地表に現れた所｡ 活断層は実際

に地震が起こる断層 (6 3 .5 % )

3 活断層と地震断層は同じ (4 .0 % )

7
"

活断層
"

につ い て正 しいも のを選んでください .

1 活断層の な い所で は地震はお こ らな い と考え られる

の で安全で ある (2 .4 % )

2 活断層の長さか ら予測される マ グ ニ チ ュ
ー ド は必ず

しも正しいもの で はなく, そ れ以上の大きな マ グ ニ チ ュ ー

ドの 地震も十分お こりうる (8 4 . 1 % )

3 活断層の上に病院があ っ て も耐震性の あるもの な ら

ば安全である (3 .2 % )

4 活断層の長さから震度を決める ことが出来る(1 2 .7 % )

8 予知には直前予知と長期的予測があります｡ 以 下 の 選

択肢か ら正 しいと思うものを いく つでも答えてくださ い ｡

1 明日地震が来ると いう直前予知に従い, 避難する

(ll .9 % )

2 長期的予測は 正し い の で家を建て る時や引 っ 越す時

の参考にする (44 .4 % )

3 直前予知はできな い (5 9 .5 % )

4 長期的予測は当て に ならな い (32 .5 % )

◆1 99 6 年か ら0 - 7 (5 , 6 は弱
･ 強の 2 階級) の 10 階級 に

分けられた新しい震度階が用い られ て い ます｡

9 で は, 今年 の 3 月 に頻発した伊豆沖の
"

零度 5 弱
''

の

地震とはどの ような強さなの で しょうか ｡

1 非常な恐怖を感 C , 多く の人が行動に支障を感じる.

棚にある食器類など の多くが落ち, タ ン ス な どの重い

家具が倒れる ことが ある｡ 変形で ド ア が開かなくなる

ことがある (3 1 .0 % )

2 立 っ て い る こ とが で きず
,
は わ な い と動くことが で

きな い ｡ 固定して い ない重 い家具の ほと ん どが移動,

転倒する｡ 戸がはずれ て飛 ぶ こ とがある (1 8 .3 % )

3 多く の人が身の安全をはか ろうとする｡
一

部の人は

行動に支障を感じる｡ つ り下げたもの は激しく揺れ,

棚 に ある食器類などが落ちる ことがある｡ 家具が移動

することがある (5 0 .8 % )

1 0 呉羽山断層は, こ れま で の地震の繰り返しで上下に8 0 0 m

の ずれが生じて います｡ 呉羽 山断層による地震は, 活断層

の長さから少なくともM 6 .5 に達すると予測されてい ます｡

その 時, 五福地域の震度はどれく らい になるで し ょうか｡

1 震度5 強 (54 .0 % ) , 2 震度6 弱 (2 3 .8 % ) , 3 震

度6 強 (13 .5 % ) , 4 震度 7 (8 . 8 % )

III 地震 の振動に より, 建物は損壊しますo そ の要因に は,

地震波の波長, 地盤 の固さ, 建物 の固有振動周期, 建物の

造り, 建物の素材, 建物の新旧, 工事の不備の有無, な ど,

様々 なもの が挙げられます｡ こ れ に対し建築基準法に は耐

震規定が制定され て お り, 1 971 年 の帯筋の強化な ど最低

の対策だけを盛り込ん だ
一

部改正を経て , 1 981 年 に現行

の もの に なりま した｡ 現行基準は, ｢ 関東大地震ク ラ ス の

地震に対し て も, 重大な損傷が なく崩壊しな い こ と｣ ｢ 頻

度の高 い中小地震に対して , ほ と ん ど被害がな い こ と｣ を

目標に設定され て い ます｡

1 1 大学は地震災害時には避難所となりますが ,
まず建て

られた時期から富山大学教育学部の建物の安全性を評価す

る必要があります｡ 教育学部はい つ建てられた のでし ょう｡

1 1 95 0 年 (2 3 .0 % ) , 2 1 96 8 年 (5 2 .4 % ) , 3 1 9 75 年

(2 0 .6 % ) , 4 1 98 3年 (3 .2 % )

1 2 今 , 跡津川断層を震源とする直下型地震 (最大震度7)

がお こ っ た とします｡ あなたは, 同じ地域ならばどの建物

の なかに いればより安全だと考えますか｡ 安全なものから

順に並べ てください｡

1 8 1 年以降に建て られた ビ ル , 2 75 年 に建 て られた

ビ ル
,
3 新基準法に準じ て建て られた木造家屋,

4 6 0 年 に建て られた ビ ル , 5 6 0 年 に建て られた木造

家屋

1 - 3 - 2 - 4 - 5 を選ん だ人は (l l .1 % ) で あ っ た｡ た だ

し
, 建物差がはげしい の 1 , 3 , 2 の 順番は決めがた い ｡

T 神戸市中央区で の , コ ン ク リ
ー

ト系建物被害率 (約1 00

棟の 建物を対象とした調査) で は, 1 9 71 年以前は5 0 % ,

1 97 1 年以降は2 1 % , 1 981 年以降は7 % が, 大破 ･ 倒壊し て

い る｡

1 3 大 きな地震が起きたとします｡ あなたは余震に対 して ,

どの ような行ないをするで し ょうか｡

1 余震は本震よりも強い場合がある の で , 安全な所 へ

移動する (l l .9 % )

2 大きな地震の 後に は, 余震が起こらな い こ とが多い

の で
, 安心して地震の後かた づ けをする (0 .8 % )

3 余震 に よ っ て 建物の倒壊が進む ことがある の で , 伝

険そうな所から避難する (8 8 .1 % )

4 そ の 他 (1 .6 % )

1 4 同 じ基準で設計された木造の建物があります｡ 今, 跡

津川断層を震源とする直下型地震が起こ っ た とします｡ 地

域を被害が大きくなる順に並べ てください ｡

1 富山市 ( 五福地域) , 2 大沢野町 (富山県の中心に

位置する) , 3 大山町 (跡津川断層がはし っ て い る)

3-2-1 と し た人が多か っ た

1 5 阪神大震災では, 液状化現象によ っ て強 い振動が吸収

されるケ ー ス もありましたが, こ れまで の地震で は, 液状

化によ っ て建物被害が大きくな っ て います｡ 液状化がおき

やすい所はど こか知 っ て いますか ｡

1 扇状地や河川敷 (1 7 .5 % ) , 2 埋 め立て地 (65 .1 % ) ,

3 ど こ で もおきる (3 .2 % ) , 4 分か らな い (15 .9 % )

1 6 日本海域で最近6 0 年で 6 回 の地震が起きて います｡ 空
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白域である糸魚川で地震が発生したら, 富山県沖の新湊で

は津波の高さは何メ
ー トルぐらい になると思 いますか｡

1 1 0 メ ー

ト ル 以上 (3 3 .3 % ) , 2 5 メ
ー

ト ル (45 .2 % ) ,

3 3 メ ー

ト ル (1 5 .9 % ) , 4 1 メ
ー

ト ル 以下 (4 .0 % )

1 7 津波警報と津波注意報の遠い はど の ような点で し ょう

か ?

1 津波警報は, 波の 高さが 2 m に 達すると予想され る

時｡ 1 秒で も早く避難すべ き で ある. 津波注意幸削ま,

波 の 高さ が数十 c m 程度 の 時 ｡ 避難す べ き で あ る

(92 .9 % )

2 津波注意報は, 波の高さが 2 m に 達すると予想され

る時｡ 1 秒 で も早く避難す べ き である｡ 津波警報は,

彼の高さが数十c m 程度の時｡ 避難す べ きで ある

(6 .4 % )

3 津波警報と津波注意報は同じ (0 .8 % )

1 8 以上 の ように, 地震 の科学的知識につ いてみてきまし

た｡ これらの知識は将来, 教師になる人 に必要だ と思われ

ますが, どの ような点で必要なので し ょうか｡ いく つ でも

答えてくださ い｡

1 地震 の科学的知識の不足に よる デ マ を正し い知識に

よ っ て抑えるため (55 ,6 % )

2 地震 の発生から揺れ に至るま で の 流れをみる こと に

よ っ て より深 い理解が できるため (4 7 .0 % )
■

3 教師は知 っ て お かなければならない こ とだから

(2 3 .0 % )

4 生徒 に聞かれたとき に答えられるよ う にするため

(5 5 .0 % )

5 その他 (1 7 .0 % )

1 9 地震の 混乱を防ぐため には, 地震 の メ カ ニ ズム と地震

が起こ っ た後 の対処法の どちらに重点を置くペ きで しょう

か ｡

1 地震の メ カ ニ ズ ム の は う に重点を置く べ き (4 .0 % )

2 地震が起こ っ た後 の対処法に重点を置く べ き

(40 .
0 % )

3 ど ちらも同じ位に重点を置く べ き (5 6 .0 % )

第2 回 災害 ･ 防災など

9 7 0 61 7 実施

1 あなたの 出身はど こですか ｡

富山- 7 0 名, 石川- 3 0 名, 福井- 7 名, 岐阜- 6 名,

愛知- 5 名, 長野- 2 名, 滋賀 ･ 和歌山 ･ 大阪 ･ 三重 ･

山形 ･ 広島一各1 名 計1 2 6 名

2 あなた の地震に対する関心 の度合い は何か によ っ て か

わりま したか (重複回答)

1 地震を体験して変わ っ た (ll .9 % )

2 人か ら地震の話を聞い て 変わ っ た (3 .2 % )

3 学校で学ん で から変わ っ た (7 .9 % )

4 阪神大震災を契機に変わ っ た (7 2 .2 % )

r ifl =

5 そ の他の こ と に よ っ て 変わ っ た (2 . 4 % )

6 別に変わらな い (4 .0 % )

3 あなた の地震に対する関心は持続 して いますか｡

1 い っ も変わらず関心を持ち続けて いる (1 5 .1 % )

2 時間ととも に薄れ て い っ て い る (8 1 .0 % )

3 時間とともに強ま っ て い る (0 .8 % )

4 もともと関心がな い (0 .8 % )

5 そ の他 (1 .6 % )

･ 無回答 (0 .8 % )

3
'

そ れ はどうしてだと思 いますか｡

1 い っ も危機感を抱い て い るから (2 .4 % )

2 地震はい っ で もど こ で で も起 こりうるか ら (l l .1 % )

3 地震 に興味があるから (0 % )

4 世間がさわがなくな っ たから (1 9 .8 % )

5 日常生活に追われ て い るから (2 4 .6 % )

6 危機感が薄れたか ら (31 .7 % )

7 時間が経 っ た から (2 6 .2 % )

8 地震に興味がな いから (0 .8 % )

9 自分は地震とは関係がない と思うから (2 .4 % )

1 0 そ の他 (2 .4 % )

4 あなたは将来教師になる つ もりですか ｡

1 は い (52 . 4 % ) 2 い い え (1与.1 % )

3 分からな い (32 .5 % )

5 教師という立場と
一

般 の人と いう立場とでは ,
地震に

対する知識, 関心, 心構えが同程度であ っ てよ い と思 い ま

すか｡

1 は い (1 7 .5 % ) 2 い い え (82 .5 % )

5
'

なぜ ですか ｡

い い えを選 んだ人たちの理 由は教える立場として の教師

や
, 子 どもを守らなくて はならな い , と い うものが多か っ

た｡ 1 はいを選んだ理由

･ あま り専門的なことまで知 っ て おく必要はな い と思う｡

･ 子供に正しい こ とを教えるた め｡

･
一

人
一

人の知識が積み重なると多量な情報になるから

･ 子 どもたちを先導しなくて は い けな いから

･ 同程度に高い もの で ある べ き で ある｡

･ 立場に関係なく人間として , それ らを身に つ けて置く べ

きだから｡

･ そん な に専門的に知らなく て も良い と思う｡

･ 教師だけが知 っ て い て も災害の規模は小さくならない か

ら

･ 同じ人間だから教師も
-

般人も同じくらい沢山の知識を

もっ べ きだと思 っ た から

･ 教師だから, で なく,
一

般 の人も知識, 関心を持 っ べ き｡

･ 学校で地震があ っ た ときの対応に必要だと思うから

･ 危険の程度は誰でも同じだから ･ 教師だからと い っ て特

別で はな いから｡

･ 大勢の子供を受け持っ 責任があるから

･ 教師も
ー

般の人も地震に つ い て よく知 っ て おくべ きだか

ら｡



6 教師自身が知 っ ておくペきことでもあり, 児童, 生徒

等にも教えておくペきことに, 何が挙げられますか｡ あて

はまるもの を いくつ でもお答えくだ さい ｡

1 地震の発生メ カ ニ ズ ム (33 .3 % )

2 地震の起 こる地域とそ の揺れ の特徴 (3 1 . 7 % )

3 自分の住ん で い る所 に起 こ っ た過去の地震の被害

(3 9 .7 % )

4 地震波と建物の揺れと の関係 (23 .8 % )

5 木造と鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト の建物の違い (3 5 .7 % )

6 ･ 地震に対する危機感をも つ よう にする こと (56 .3 % )

7 日常的な備えを行なう ことの 重要性 (86 .5 % )

8 デ マ が発生する訳 (地震の知識不足から) (2 5 .4 % )

9 災害時の ボ ラ ン テ ィ ア の あり方 (42 .9 % )

10 応急処置の仕方 (例 : 止血法, 包帯法, 人 工呼吸法

な ど) (77 .8 % )

1 1 弱者 へ の思 いやり (42 .9 % )

12 命の尊さ (5 9 .5 % )

1 3 家族の 秤の大切さ (33 .3 % )

1 4 地震が引き起こす被災者 へ の心理的作用 (3 3 .3 %)

15 学校 (教師) と の連絡の取り方 (4 4 .4 % )

16 身の回り の危険なもの の認知, 避難経路の想定

(8 7 .3 % )

17 避難訓練の意義, 行な い かた (8 0 .2 % )

18 その他 (0 % )

7 出か けて い た とき, 大きな地震が起きました ｡ あなた

はど こに行きますか｡

1 と り あえず, 周 りの人 に つ い て いく (2 7 ,8 % )

2 すぐ避難所をさが し, そ こ に行く (5 5 .6 % )

3 どこ に も行かな い (3 .2 % )

4 家 に帰ろうとする (9 .5 % )

5 家族の い る所 へ い く (1 .6 % )

6 その 他 (0 .8 % )

･ 無回答 (1 .6 % ) ･

7
'

なぜ ですか

1 を選んだ理由は ｢自分で どうすれば い い か判断できな

いから｣ や ｢ 多くの人に つ い て い けば安心だか ら, 安全だ

か ら｣ , ｢ 避難所に連れ て い っ て く れるだろうか ら｣ な どと

い うもの で あ っ た. 2 を選んだ理由は圧倒的に ｢安全だか

ら｣ と い うもの が多か っ た｡

■学校に次々 と死者や負傷者がに運ばれて きます｡ しかし,

避難所とな っ た学校には医師や看護婦は常駐しな い の で応

急処置も困難な状態です｡

8 災害医療の世界では ｢ トリ ア
ー ジ｣ と い っ て ! 優先す

べき重傷者を見分ける原則があるにはあるが , 医師や看護

婦たちも辛が い っ ぱ い です｡ ｡ だ れも患者を整理 してくれ

る人がなく, 混乱するばかりでした｡ で は, どの ような状

態の患者をまず助けたらよ い と思 いますか｡

1 頑などの損傷が著しく て手が つ けられな い状態の人

(4 .8 %)

2 多量の 出血や気道閉塞で命の 危険はあるが, 緊急処

置で救命できると思われる人 (9 0 .5 % )

3 すで に心臓が停止して い る人 (4 .8 % )

4 単純骨折の重傷者 (0 % )

9 避難所とな っ た学校で は, 以下の ような問題が お こ り

ました｡ こ の ような問題の いく つかは事前の対策や心構え

があればおさま っ て いたと考えられます｡ そ こ で, 日頃,

教育に携わっ ている教師の役割が注目されます｡ 教育によ っ

て被害を抑えられると考えられるの は以下 のどの問題でしょ

う｡ い くつ でも挙げて下さい｡

1 情報不足から起こるデ マ (7 3 .0 % )

2 悪い衛生状態 ( ト イ レ な ど) (3 5 .7 % )

3 避難所が い っ ぱい で , 入れな い (1 5 .9 % )

4 医師の不足で , 手当が受けられな い (24 .6 % )

5 プ ライ バ シ ー が な い生活に よ っ て お こ る ス ト レ ス

(2 7 .0 % )

6 配給 の物資不足で , 物 (食料, 毛布等) があたらな

い (23 .0 % )

7 余震に よ り避難所が崩壊する恐れがある (24 .6 % )

8 余震に対する恐怖 (55 .6 % )

9 冬 ならば寒い し, 夏 ならば暑い こ とか らくる身体的

疲労 (15 .9 % )

1 0 少 な い食料からくる栄養不足 (12 .7 % )

1 1 そ の他 (0 .8 % )

■教師は, 児童 ･ 生徒を守るため に , あ る い は多く の人た

ちが避難して くる避難所の管理者として学校の安全に注意

しなければなりません ｡ 阪神大震災で は, 神戸市で は3 45

校閲 の うち中規模以上の被害を受けた学校は66 校園もあ

りました｡ 中で も, 建て 替えを必要とするも の は, 2 1 校

もありました｡ 指定された避難所だから安全だと考える の

は
, 大きな間違いな の です｡ ま た, 児童 ･ 生徒 に教えると

いう立場からも校区の安全に気を配 っ て お く べ き です｡ さ

ら に, 阪神大震災で は, 火災現場に消防車やはしご車は い

く ら待 っ て も きて くれま せ ん で した｡ また, 隣県からの救

援出動も遅れました｡ こ れ らの こ とを ふまえ て次の こ とを

考え てみ て くださ い ｡

1 0 以下 の ような災害につ いて , 特 に注意すべき校区はど

ういう所 (自然条件, 立地条件など) で し ょうか｡

1 火災 ･ ガス 漏れ 2 津波 3 洪水

ほとん どの人が全く同じ答えを出して い た｡

■あなたが勤める学校の校区という視点で五福地域に つ い

て考え てくださ い ｡ 授業中, 五福地域で大きな地震が起こ

りました｡ こ の地域は, 地盤が弱く建物が密集し狭い路地

が多いため大きな被害が予測され, また地形的に も呉羽山

と神通川の ため に孤立する恐れがあります｡

1 1 地震後, 近くで火の気があが っ て い るようです｡ 教師

であるあなたはどうすべきで しょうか ｡

1 子どもを火か ら遠くの方に誘導する (2 5 .4 % )

2 近所の人たちと協力して火を消すよう努力する

(l l .9 % )

3 消防車が通れるように邪魔になるものをどかす (21 .4 %)
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4 消防車がすぐ来るだろうから別に何もしな い (0 % )

5 すぐに子どもを集団下校させる (0 % )

6 火の まわ る方向, 校区の 火を遮断する場所を考え ,

子 どもを安全な場所に誘導する (87 .3 % )

7 自分 の家族の安否確認をする (1 .6 % )

8 訓練 で決められた場所に子どもを誘導する (1 2 .7 % )

9 そ の他 (1 .6 % )

1 2 五福地域には, 消防署が ない のですぐに消防車が来る

とは考えられない し, 消防車は署の近くの火災を沈火する

のに精い っぱ い で こない こ とがあると思われます｡ そ の た

めにはあなたは日頃どの ようなこ とを心がける ペ きで し ょ

うか｡ 当てはまるもの を全て答えてくださ い ｡

1 学校内の消火器の場所を把握して おく (84 .9 % )

2 校区の火災に対する地理的条件を把握して おく

(48 .
4 % )

3 近所と の つ きあ いを深めて おく (7 .9 % )

4 地域の 防災訓練に参加する (5 1 .6 % )

5 火の まわる方向, 校区の火を遮断する場所を確認し

て おく (6 5 .9 % )

6 校区の見回りをしておく (1 3 .5 % )

7 そ の他 (3 .2 % )

■1 97 8 年の 宮城県沖地震 (震度5 強) で は死者2 8 人中1 8

人の 子供や老人が ,
ブ ロ ッ ク 塀の倒壊に より亡くなりまし

た｡ 建物は無事で も意外なもの で命を失 っ て しまうの です｡

この ことをふ まえ て次の こ とに つ い て考え てみ てください ｡

1 3 ブロ ッ ク塀が簡単に壊れるこ とを知 っ て い ま したか｡

1 知 っ て い た (43 .7 % ) 2 知 らなか っ た (5 6 .3 % )

1 4 知 っ て い た人は, ブ ロ ッ ク塀が壊れた理由を選んでく

ださい ｡

1 ブ ロ ッ ク塀はもろくて 崩れやすいから (4 5 .5 % )

2 手抜き工事がされ て い たから (5 .5 % )

3 鉄筋が腐食して いたか ら (1 0 .9 %)

4 理 由は知らなか っ た (4 7 .3 % )

1 5 教師は, 通学路の危険の多い場所や安全な場所の 確認

をするペきだと思 いますか｡

1 は い (98 . 4 % ) 2 い い え (1 .6 % )

1 6 ブ ロ ッ ク塀による被害と避ける方法につ いて学校で教

える必要がありますか ｡

1 ある (84 . 9 % ) 2 特に必要な い (ll .9 % )

･ 無回答 (3 .2 % )

1 6 最後に こ の ア ンケ ー トの感想を書いてくだ さい .

皆
一

様 に , 自分の地震の知識の不足や, 備え の なさ に つ

い て改め て感じたよう である｡
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第3 回 教師に と っ て の震災

9 7 0 6 2 4 実施

1 地震時に教師が行うペ き行動とは何だと思 いますか ｡

あてはまるものを いく つ でもお答えくださ い ｡

1 児童
,
生徒等の安全確保, 避難誘導 (9 5 .9 % )

2 避難所の運営, 支援 (35 .8 % )

3 救命 ･ 救急措置 (3 7 .4 % )

4 保護者との連絡 (4 8 .0 % )

5 児童, 生徒等の動揺, 不安 の除去 (7 9 .7 % )

6 校内や近隣の被害状況の点検, 安全の確保 (34 .1 % )

7 その他 (0 .8 % )

2 実際, 阪神大震災では当日教職員の出勤率は4 4 .9 % と

いう低いもので した｡ 前間で選んだ教師が行うペき行動を

半数以下の人たちで こなせるで しょうか ｡

1 半数以下で は無理 なの で , や はり教師は当日に学校

に行く べきで ある (18 . 7 % )

2 少 な い人数で こなし, 徐 々 に人数が増えるの を待 っ

(13 .8 % )

3 少 ない人数で対応で きるよう, あ らかじめ事態を想

定した訓練をして おく べ き で ある (6 8 .3 % )

4 そ の他 (1 .6 % )

3 教師は緊急時に, 児童 ･ 生徒等の 安否情報を知るため

には何をしておくペきでし ょうか｡

1 生徒に避難所を覚えさ せ て おく (4 4 .7 % )

2 教師が生徒の連絡先を把握しておく (2 8 .5 % )

3 緊急時に は生徒の方からも連絡するよう にと話して

おく (3 9 .0 % )

4 そ の他 (0 .8 % )

4 教師であるあなたが自宅にい る時, 大きな地震が起こ っ

た とします｡ あなたはどのような行動をとるで しょうか｡

1 真 っ 先に学校 へ 行く (4 .9 % )

2 家族の無事を確かめ, 学校からの連絡を待 つ

(43 .9 % )

3 家族ととも に安全な所 へ 避難する (42 .3 % )

4 分か らな い (12 .
2 % )

5 そ の他 (8 .1 % )

5 地震によ っ て, 自分の家族が亡くな っ たと します｡ そ

れでも教師であるあなたは, 避難所とな っ て い るであろう

学校 へ 行くペきで し ょうか｡

1 教師とし て の責任から, 学校 へ 行く べ き で ある

(15 .4 % )

2 教師と い っ て も ー 般の人と同じ被災者なのだから,

学校 にすぐに行く必要はな い (41 .5 % )

3 学校の こ と は あと に して家族とともに い る べ き で あ

る (21 .1 % )

4 ど うする べ きか分からな い (19 .5 % )

5 そ の他 (3 .3 % )

6 教師は学校で防災教育に取り組むペきだと思 いますか ｡

1 は い (10 0 % ) 2 い い え (0 % )



6
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なぜそう思うのですか ｡ あてはまるもの を いく つ でも

お答えくださ い｡

1 実際 に , 災害が起 こ っ た とき に正しい地震の知識を

も っ て い れば, 生徒が不安に なる ことがなく パ ニ ッ ク

を避けられるだろうか ら (83 .7 % )

2 命に関わる ことだから (70 .7 % )

3 実際に災害が起こ っ
◆
たとき. に, 人 に よる被害 (人災)

を少なくするため (56 .1 % )

4 将来, 国を担 っ て い く人たち (生徒) に , 災害の起

. こ る原因や災害に対する考え方を教える こと によ っ て ,

長期的に みれば将来の被害を軽減させる こと に つ なが

るから (29 .3 % )

5 生徒に教え る こと で そ の 家庭に防災対策をとらせら

れるか ら (28 ,5 %)

6 防災よりもも っ と他 に教えなければならな い こ とが

あるか ら (0 % )

7 防災は学校の授業など で とりあげるよりも, 家庭で

教える べ きだから (0 % )

8 防災は必要ない と思うか ら (0 % )

9 そ の他 (1 .6 % )

7 防災訓練などの活動は大切だと思 いますか｡

1 はい (9 6 .7 % ) , 2 い い え (0 % ) , 3 分か らな い

(2 .4 % ) , 無回答 (0 .8 % )

7- a l と答えた人は, なぜそう思うの ですか｡ いく つ でも

当てはまるもの をお選び下さい ｡

1 い ざと い う時, パ ニ ッ ク に な る こ ともな いだろうか

ら (3 7 .4 % )

2 何もや らな いよりはましだから (36 .6 % )

3 訓練する こと に よ っ て正しい行動がとれるから

(43 . 1 % )

4 避難場所, 経路を知る良い機会だと思うか ら

(56 ,
9 %)

5 そ の他 (1 .6 % ) .

7 -b 1 6 で2 い い え, ある い は3 分からない , と答えた人

は
, なぜそう思うの ですか｡

7 -

c あなたは これまでど こで, ど の ような防災訓練をした

ことがありますか｡

は と ん どが
, 火災に対する避難訓練で あり, 地震を想定

したもの である｡ そ れも避難訓練が主体である｡

7
-

d 今学校などで行われて い る防災訓練の あり方は これ

で よ いと思 いますか｡

1 は い (21 .
1 % ) , 2 い い え (7 8 .0 % ) ,

無回答 (0 .8 % )

7 - e なぜ そう思うの ですか｡

7 -f ど の ような防災訓練をすればよ い と思 い ますか ｡

8 あなたが教師だ っ たと します｡ 地震が突然起きても上

手く対処できるようになるにはどの ようなことを知りた い

ですか, また どの ようなことに不安を感じますか｡ ご自由

にお書き下さ い ｡

■阪神大震災の ような劇的な出来事を経験した後に, 夜中

にうろうろと排手回したり, 突然, 叫び声をあげたりする人

が い る ことが マ ス コ ミ を通じて報告されました｡ また阪神

の 地震後2 年以上経 っ た今, これ ま で はなんともなか っ た

よう に見えた子どもが, 火災の ニ ュ ー ス な ど を見た ことが

原因で , 前述の ような行動をし始めた そう です｡

2 6 P T S D ( 心的外傷後ス トレ ス障害) という言葉を知 っ て

いますか｡

1 はい (2 9 .3 % ) , 2 い い え (7 0 ,7 % )

9 あ な たが教師で 地震の話題を取り入れた授業を行なう

としたらどのようなもの にするでし ょうか
,
また

,
どの よ

うにした いですか｡ ご自由に書いてください ｡

1 0 教師とは社会的に ど の ような存在なの で し ょうか ｡ 公

務員, 学問を教える人, 人間としての生き方を教える人,

専門の知識をも っ ている人, 教師と いえども
一 癖の人であ

る
,
など様々な立場が考えられます｡ それ らの立場として,

地震にど のように関わ っ ていけばよいので し ょうか｡ 考え

てみ ましょう｡

1
` `

全体の奉仕者
"

と して の公務員の立場の教師として ,

地震時に どの よう に ふ るまう べ きで し ょ うか｡

2 生徒 に学問を教える立場の 教師として , どの よう に

ふ るまう べ きで し ょ うか｡

3 生徒 に人間として の生き方を教える立場の教師とし

て
,
ど の よう に ふ るまう べ き で し ょ うか ｡

4 教師と い えども
一

般人 で あると い う立場の教師とし

て
,
ど の よう に ふ る まう べ きで し ょ うか ｡

1 1 最後に こ の ア ン ケ
ー トの感想を書いてくださ い｡

付録2

｢ 基本理科｣ 受講生に対す る

ア ン ケ ー ト ( ウ) 感想 (質問1 1)

富山 中学校教員養成課程

10 は答 え る の が 難 しか っ た ｡

富l
_
h 小学校教員養成課程

対策 は地震 が お きて しま っ て か ら で は し よ う が な い ｡ 平素か

ら, 考え て お く べ き で あ る｡

富山 小学校教員養成課程

地震 の と き の 教員 と し て の 役割, 教員 の 在 り方 が 問わ れ て い

る よ う に 感 じ た｡ 子 ど も を守 るた め に も教員 は何 をす べ きな の

か
,
よ く考え て み る必要が あ る と思 っ た ｡

富山 小学校教員養成課程

結局教員 は ど の よ う な行動を とれ ば よ い の か よ く わ か り ませ

ん ｡ た だ , 震災 の 知識 と訓練 は積 む べ きで あ ろう と思う ｡

石川 小学校教員養成課程

や はり 教員 に地震 の 知識 は必要だ と思 っ た ｡ しか し, 教員 も

被災者 に な り得 る こ と も押 さ え , 自分 に で き る こ と は や れ ば い

い し , 無理す る こ と は な い と も思う ｡ 自分が こ わ れ た ら元も子

も な い か ら
｡
い ろん な事 を考 え さ せ られ ま し た｡

富山 小学校教員養成課程

教員は地震 な ど災害の 起 こ っ た 時 に は子供を守 る責任が あ り,
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他 の 人 を 落ち っ か せ る こ とが で き な く て は な らな い と感 じた ｡

富 山 小学校教員養成課程

実際 に被害 に あ っ て み な い と わか ら な い こ とな の だ ろう け ど,

被害 に 遭 っ た 時 に, 何も知 ら な く て 後悔 して も遅 い の で や は り

日 頃か らい っ 起 こ るか わ か ら な い 災害 に 取り 組 ま な けれ ば な ら

な い と再確認 した ｡

福井 小学校教員養成課程

地震 は どん な に 小規模 なもの で も人命 に関わ る こ と で あ り,

そ れ らに 対 す る対処法 はや はり 真剣 に 考 え て い か な けれ ば な ら

な い と思 う｡

富山 小学校教員養成課程

3 回の ア ン ケ ー トを通 して教員の 地震時 に お け る役割が決 し て

小 さ い もの で はな い もの を改 め て 知 っ た｡ 責任 の 重 さ を感 じた｡

石川 小学校教員養成課程

実際 に ｢ どう す べ きか｣ と問わ れ る と難 しい もの だ と思 い ま

し た｡ 自分 の 考え は し っ か り も っ て 常識 や正 しい 知識 も も っ て

い け な い な と思 い ま した｡

石川 小学校教員養成課程

教員 と い う責任 あ る立場 で 災害時 に ど の よ う に 関わ る べ きか

考え させ られ ま した｡

富山 小学校教員養成課程

教員 の 立場 は む ずか しい と思 い ま した ｡

富山 小学校教員養成課程

公 の 立場 と して の 教 員, 教員の あ り方, そ の 存在意識を改 め

て 考 え さ せ ら れ た｡ 人間 と し て 誰もが と る べ き 行動な の で あ ろ

うが , 教員 と い う 特殊 な職業 にお い て は更 に 自覚す る べ き こ と

な の で あ ろ う｡ 私を 完全 に捨 て , ｢ 公｣ に の み 生 き る｡ そ れ は

全て だ と は思 わ な い が｡

富山 小学校教員養成課程

私 は災害時に , 生徒の こ と を考 え て い る余裕が あ る か, と て

も心配 で す｡ 1 人 で い て も , 行動 で き る正 し い 知識 は, や っ ぱ

り必要o 学校だ け で な く家庭 や地区の 力 も ほ し い ｡ 死 ん だ家族

を お い て ま で 生徒の と こ ろ - 行く教員 に は な り た く な い ｡ 絶対｡

愛知 小学校教員養成課程

地震の よう な非常事態 でも, 教 員 と い う 立場 を忘 れ な い 達振

る舞い が 要求 され て い る と思 い ま した｡

富山 小学校教員養成課程

｢ 教 員 と し て｣ 考え る こ と が 難 し い ｡ ア ン ケ
ー

ト で は な い け

れ ど, 授業 を 聞い て い で 怖くな っ た ｡ 地震 は お こ っ て ほ しく な

い ｡ 実際 お こ っ て も何 して い い の か もわ か ら な い の で , 怖 い ｡

岐阜 小学校教員養成課程

地震 に 対 して ,
や はり 危機感 と い う もの を あ ま り 持 っ て い な

か っ た自分 に と っ て ,
こ の 講義 は シ ョ ッ ク が 大 きか っ た｡ 地震

を な め て は い け な い
｡

福井 小学校教員養成課程

. 似 た よ う な 質問が多
い よ う に 思 っ た ｡ 地震 に つ い て は学校 で

も っ と い ろ い ろ な こ と を 教え る べ き だ と思 っ た ｡

富 山 小学校教員養成課程

地震 の 際に , 教員 と し て 地域社会 に お い て ど の よ う な役割が

あ る の か考 え さ せ られ ,
重要 で もあ る と思 っ た ｡

愛 知 小学校教員養成課程

実際 に訓練 を生 か した こ とが な い の で , な か な か ア ン ケ
ー

ト

の 答 え を 考 え て も実感が わ か な い ｡ で き れ ば こ れ か ら も訓練を

実際に生か さ な い で よ い よ う に した ｡ ち な み に 一 年 ま えか ら,

一 人暮 ら しを し て る け れ ど家 の 近 く の 避難場所 を知 らな い ｡

富 山 小学校教員養成課程

地震が本当 に 起 こ っ た 場合, 自分 は ど う行動す べ きか 考 え さ

せ られ た ｡

福井 小学校教員養成課程

ア ン ケ
ー

トを通 して , ふ だん 深く考 え た こ との なか っ た地震 に

っ い て
,
改め て 考え させ られ ま した｡ 良い 機会だ っ た と思 い ま す｡

富 山 小学校教員養成課程

教員 とな っ た場合 に , どう 行動す る か な ど考え て お く こ と は

大切 だ と思 っ た ｡ 地震 の しく み な ど は や っ ばりよ く わ か っ て い

な い の で
,
せ め て 対応 の 仕方 とか が 意識 で き るよ う に し て お き

た い と思 い ま し た｡

富 山 小学校教員養成課程

地震に つ い て あ ま り真剣 に考え た こ とが な か っ た た め, こ の

授業, そ して こ の ア ン ケ ー ト は自分 に と っ て よ い 問題提起 に な っ

た と思 う ｡

石川 小学校教員養成課程

今回の ア ン ケ
- ト は よ り深 い 所 ま で 自分 の 意見を書 い た. 自

分 の た め に もな っ た ｡

長野 小学校教員養成課程

い ぎ と な っ て み な い と 実際の と こ ろ, ど う 自分が 行動す る か

分か らな い こ と に気づ い た｡

富 山 小学校教員養成課程

地震 は, お き て 欲 しく な い で す｡ で も , 自然 は人間緒力 で は

ど う しよ う も で き な い け れ ど｡

富 山 小学校教員養成課程

い ろ い ろ な立場 を も つ 教員が 地震時 と る べ き最良 の 方法に つ

い て 今
一 度考 え て み た い ｡

富山 小学校教員養成課程

授業 の 最後 だ け に と い い ます か, とて も難 し い 質 問が 多か っ

た よ う に思 い ます｡ い ろ い ろ考 え さ せ られ ま す｡ 教 員 と い う 立

場 に つ い て , も っ と考え た い で す｡

富 山 小学校教員養成課程

災害 に つ い て , 必要 な こ と は知 っ て おか な け れ ば な ら な い と

思 っ た ｡

愛知 小学校教員養成課程

私 は教員 に な る気 はな い が , 先生 は大変 だ と思 っ たo 自分 の

こ と も, み ん な の こ と も か ん が え な き ゃ だ か ら｡

富 山 小学校教員養成課程

自分 に現実感が な い と い う こ と は, い な め な い ｡

愛知 小学校教員養成課程

教員 と い う立場 だ と 生徒や , 地域住民 の 安全を第
一

に 考え ね

ば な ら な い ｡ し か し, そ の 時 に な っ て , は た し て 家族 な どを 後

に まわ し て そ うす べ きか どう か 疑問で あ る｡

大阪 小学校教員養成課程

教員が い か に 大きな存在で い な け れ ば い けな い か , こ の ア ン
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ケ
- ト を 書い て つ くづ く思 っ た o より正確 な知識 をも っ と身 に

つ け た い ｡

富 山 小学校教員養成課程

教員 と して ,
一

般人 と して , どの よう な行動 が今の 自分 に と

れ る の だ ろう か ｡ も し, 教員 に な れ た と し た ら, そ の 責任の 大

き さ を 実感 した ｡

石川 小学校教員養成課程

教員 は公務員で あ り, 全体 の 奉仕者だ か ら, どん な 時 で も人

の た め に 働か な くて は な ら な い の だ ろ う か と思 い ま し た｡

富 山 小学校教員養成課程･

大地震 に よ る パ ニ ッ ク は避 け られ な い だ ろ う が , 生 徒 た ち を

安心 さ せ られ る の は, 教員 だ け で は な い か と思 っ た｡

岐阜 小学校教員養成課程

10- 1 .2 ,3 .4 . は答 え にく い で す｡

石 川 小学校教員養成課程

間違 っ た知識が あ っ た り 今 ま で 知 ら な か っ た こ とも知 る こ と

が で き た
｡
こ れ か ら何 が起 こ るか 分か らず, こ う い っ た知識 を

知 る こ とも命 に関 わ る こ と で あ り 大切だ と思 い ま し た｡

富山 小学校教員養成課程

まだ な ん と なく , 地震が 起 き た らと い う こ とを 考え て もぴ ん

と こ な い ｡

愛知 小学校教員養成課程

こ の ア ン ケ - トの 結果が 何 らか の (今 後の 授業, 災害対策 な

ど) 成果 を あ げれ ば よ い と思う ｡

石川 小学校教員養成課程

こ の よ う に 問わ れ て み る と, 地震 に つ い て 知 っ て おか なく て

は い けな い こ と や , 心が け て お く べ き こ と が , 欠 けて い る な と

い う こ とが , 自分 自身 わ か っ た 気が し ます｡

和歌山 小学校教員養成課程

教員 の 立場 に な っ て 考 え る の は 難 しか っ た｡

石 川 小学校教員養成課程

普段, 考え た こ と が な い よ う な こ と ば か りで , 即答の 出来 な

い 問 い が 多か っ た で す｡ 教 え 導く 立場 と し て , 教 員の JL ､ が まえ

は 大切だ と思 い ま し た｡

富 山 小学校教員養成課程

教員 と い う 立場 の む ずか しさ を 改め て 感 じ た｡ 教員 は単 に 子

ど も達 に 勉強を教え る だ け で なく
, 子 ども達 の 安全も し っ か り

と考 え なく て はい け な い と思 う た
｡

富 山 小学校教員養成課程

実際 に 地震が お こ っ た とき ど う ふ る ま う か ,
ち ゃ ん と書 け な

く て , 不安 に な っ た ｡

富山 小学校教員養成課程

教員 と い う立場で の 地震 と ど う 関わ る べ きか に は, 今 ま で 気

づ か な か っ た け れ ども大き な問題 があり , も っ と地震 や災害 に

つ い て の 知識 を深 め なく て はな ら な い と思 っ た｡

富山 小学校教員養成課程

地震が起きた時に 自分が落 ち着 い て 行動 で き るか 不安 で あ る｡

私 は生 ま れ て か ら大 きな 地震を経験 した こ とが な い た め, 地震

の 対策意識 は低 い と思 い ます｡ 地震が い ざ起 こ っ て か らよ り も,

起 こ る前 に し っ か り と対策 を考え て い き た い で す｡

富山 小学校教員養成課程

教員 と い う 職業 に就く以上, 教員 と い え ども 一

般人 で あ る と

い う考 え方 は い い わ け にすぎな い と思 う｡ 少なく とも本人が そ

う い う考 え で い る こ と は い け な い ｡ そ れ な りの 自覚 と覚悟, そ

し て 知識 が必要 だ と思 っ た ｡

富山 小学校教員養成課程

私 は教員 に な る気 はな く な っ て し ま っ た の で
, 教員 にな っ た

と き の こ と を 考え られ な い の で , 一 般 の 社 会人 と して 考え て し

ま っ た｡

富 山 小学校教員養成課程

い ぎ具体的な こ と と な る と
, 何 に も分 か らな い な あ と実感 し

た｡ 3 回 の ア ン ケ ー

ト全部難 しか っ た で すo

不明 小学校教員養成課程

こ う い う 風 に 地震 に つ い て 考 え た の は 初め て で すが , い ざ地

震が 起 こ っ た ら今の 自分 で は き っ と お ろお ろす るだ けで す｡ も っ

と も っ と地震 に つ い て 自分な りに 考 え る必要 あり と思い ま し た.

岐阜 小学校教員養成課程

教員 とい う の は, 勉強 を教 え る だ けで はだ め なん だ｡ と て も

難 しい 職 業 で あ る と感 じ ま し た｡

富 山 小学校教員養成課程

地震 は, 天災 だが
,
そ う な っ て しま っ た 時,

一

人
一

人が ど の

よ う な 行動を と る の か が 重要 に な っ て く る と 思う ｡

石 川 小学校教員養成課程

実際 に自分が地震 な ど の 災害 に あ っ た ら ど うす る, と聞か れ

た ら
,
答え に つ ま っ て しま う の で

,
や はり それ をすぐに 答え ら

れ るく らい で な い と
, 実際 に は行動 は で きな い と思う｡

富 山 小学校教員養成課程

P T S D と い う言葉 は最近 よくき か れ るが , 震災 の 恐怖か ら も

引き起 こ る こ とだ と し っ た.

富 山 小学校教員養成課程

教員 と は , 難 し い 立場だ と思 っ た ｡
一

人の 人間 で ありな が ら

生徒 を守 らな けれ ば な ら な い の だ か ら｡ 私 は , 実際 に立派に対

処す る こ と は で きな い と思う ｡ い ざ と い う と き の た め に, 日頃

か ら の 訓練 は 大切だ と思う が , 実際 に 体験 した ときに そ の 訓練

が 役立 っ か と い う の は疑 問で あ る｡

不明 小学校教員養成課程

10 で い ろ い ろ答 え た が, 地震が 起 き た際, 職業 は 関係 なく,

周囲の 人 と協力 して い き, 徐々 に 状況を判断 し て い か ね ば な ら

な い と思う ｡

富山 小学校教員養成課程

3 回の ア ン ケ ー トで
, 改 め て 自分の 地震 に 対す る知識 の な さ

に 気づ い た ｡ ま た知識 だ け で なく , 実際, 地震が 起 こ っ た とき

の 対処 の 仕方も よく わ か っ て い な い ｡ 日頃か ら の 地震 に対す る

関心 が大切だ と思う ｡

富 山 小学校教員養成課程

も し, 自分 の 家族が 地震 で 死 ん で しま っ た と し て も自分が教

員 だ と した ら生徒 の た め に学校 へ い け るの か
, 不安で あ る｡ 行

く べ き な の だ ろう が , 肉親 が死 ん で しま う とお ち つ い て い られ

な い よう な気 が す る｡ よ け い 混乱を招 き そ う だ ｡ (学校 へ い っ

て も正 しい 判断が で き るか -
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阪神大震災 と学校(3) 学生 の リ フ レ
ー

ミ ン グ と減災 リ テ ラ シ
ー

の 向上 : 教員養成系大学 の 減災教育に お け る ア ン ケ ー ト の 効果

富山 小学校教員養成課程

今 日の ア ン ケ ー ト は と て も難 し か っ た . ｢ 教 員｣ と い う立場

の 難 し さ もあ らた め て感 じた .

石川 小学校教員養成課程

何度か地震 は体験 した こ と はあ るが , 阪神大震災 の よ う な大

きなも の は な い ｡ しか し, 人事 で は な く, い っ 自分 の 身に ふ り

か か っ てく るか 分 か らな い ｡ そ ん な 時 どう 対処すればよ い か ,

考え さ せ られ た ｡

三重 小学校教員養成課程

教員と い う 立場 を考え る と, 非 常時に こ れ は ど の 対応 の 違 い

が あるの だ と, 改め て 認識 した｡ で も, 実際 こ う い う状況 にな っ

た ら, ま ず自分 の 身の 安全を守 っ て し ま う と思 う｡

不明 小学校教員養成課程

教員と い っ て も, 地震 に 対す る備え は や は り必要 だ と思 っ た｡

富山 小学校教員養成課程

教員 と い っ て も, い ろ ん な 立場 の 見方が あ る か ら
,
どれ を 優

先す べ き な の か を状況 を見て 判断す る の は, と て も難 し い と思

う ｡

石 川 小学校教員養成課程

最後 の 質問 は立場 の 角度 を変 え て み た ら, 振 る舞 い が 変 わ る

の か と い う こ とが 疑問 で す｡ 自分 が助 か らな い と そ の 後 の , 指

導 や救急措置が で きな い o

石川 小学校教員養成課程

最後 の10 番 目の ア ン ケ ー ト の 意味が よ く わ か らな か っ た｡ 教

員 と し て の 立場 が 変わ れ ば ,
ふ る ま い 方 も変 え る べ きな の か ど

う か , わか ら な か っ た｡

富山 小学校教員養成課程

普段 は考 え な い こ と を考 え さ せ られ るな あ と思 っ た｡

石川 小学校教員養成課程

今 ま で こ れ は ど深 く地震 に つ い て 考 え て な か っ た｡ 教員 と し

て 生徒 に地震 に つ い て 教 え る の は 難 しそ う だ と思 っ た o

石川 小学校教員養成課程

今 ま で 生徒 と して 災害 の 訓練を受 け て き た け ど, 教員 に な っ

た ら
,
い ろ い ろ考 え な い と い け な い ん だ な あ と思 っ た｡

長野 小学校教員養成課程

教員と い う の は社会 にお い て 様々 な役割 が あ る と感 じ ま し た｡

富山 小学校教員養成課程

教員 にな りた い と思 っ て は い る けれ ど, こ の ア ン ケ ー トをや っ

て い ると
, 教 え る だ け の 教員で は ダメ だ と い う こ とが わ か っ た o

そ して
,
と っ て も大変 だ とい う こ とも少 しず つ 自覚 で きた と思

う ｡

富山 小学校教員養成課程

い ろ い ろ こ の ア ン ケ ー ト に よ っ て 地震時や地震前 の こ とに つ

い て 考え さ せ られ て とて もた め に な っ た｡

富 山 小学校教員養成課程

教員 は様々 な 立場 に 置 か れ て い て と て も大変だ と思 っ た . で

もや は り 1 人の 人間 だか らど こ ま で 瞬時に , 判断 で き る か不安

で あ る｡

石川 小学校教員養成課程

たく さん の 子供を, め; か え る教員 は, た とえ , 学校 をは な れ,

教育 と い う 場 に い な く て も
,
も し

,
災害が お き た場合に は, そ

の 子 らを心配 し, 助 け る よ う努力 しな けれ ば な ら な い こ とを ,

感 じ た｡

福井 小学校教員養成課程

小, 中, 高 と避難訓練をし た が あ ま り 真剣 にや ら な か っ た こ

とを 思 い だ した｡ 大き な地震 に あ っ て なく て 恐 ろ し さ を知 らな

い せ い で あ ろ う か
｡
しか し い ぎ と い う と きに 冷静 に 行動 で き る

よう 日頃 の'L､ が ま え が 大切 だ な と ア ン ケ
ー

トを書 き なが ら思 っ

た ｡

富山 小学校教員養成課程

私 は , 今で も地震 は全く自分 に 関係 な い と思 っ て い る｡ しか

し
,
こ の よ う な意識 は変 え な けれ ば い け な い と思う｡ 災害 の な

い 富 山県 な の で , ほ とん ど の 県民の み な さ ん は, 安 心 して 暮 ら

し て い る と思 う ｡ しか し, そ ん な こ と は な い の だ と い う 意識 を

高 め る べ きだ と思 っ た .

山形 中学校教員養成課程

地震 の 時に す べ き行動 は意外 と ど う と っ た ら よ い か わ か らな

い も の だ ｡

不明 中学校教員養成課程

な ん だ か , ア ン ケ
ー

トの 答え に な っ て い るか どうか 分 か らな

い け ど, も し自分 が教員に な っ た と し て
, 震 災に 遭遇 し た時,

生 徒の 安全を 考え る こ と と 自分の 家族 の 安全を心配す る こ と で

うまく心 をき りか え れ るか が 不安に思 っ た. 私 は も しか した ら,

自分 の 家族 を 優先す るか も しれ な い ｡

富 山 中学校教員養成課程

実際 に 先生 に な っ た と き, どの よう に 対処す べ きな の か よく

分か っ て い な い こ と に気づ い た｡

富山 中学校教員養成課程

地震 の 恐 ろ しさ を まだ 分 か っ て い な い 自分 を, 改 め て 感 じ ら

れ た｡ い ざと い う 時の 行動, 決断力 の 必要性が感 じ られ た｡

富山 中学校教員養成課程

地震 に つ い て い ろ い ろ考 え る よ い 機会 に な る の で, い い と思

う｡

福井 中学校教員養成課程

教員 と して 非 常時 に どう い う ふ る ま う べ きか , ど の よ う に 行

動すれ ば い い か とい う こ と を 考え さ せ ら れ た｡
一

般 の 人 と し て ,

考え るか 公務員の 立場 と して 考え る か, 場合 に よ っ て 変わ るが ,

そ の 場面 に 応 じた対応を し た い と思 う｡

岐阜 中学校教員養成課程

教員 は, 生徒 を 育て る立場 で ある か ら, 地震 に つ い て い ろ い

ろ知 る必要 が あ る と思う が
, 教員 に ば か り責任を お し つ け るの

は どう だ ろ う か と思 っ た｡

富山 中学校教員養成課程

学校 にお い て
, 災 害時の 避難訓練等 を行 っ て い るが , 緊 張感

が な く あ まり意味 の な い もの に な っ て い る
｡
こ れ は

, 教員 が無

理 矢理 させ て もそ う簡単 に 変わ る もの で は な い ｡
だ か ら

,

一 人

一 人の 意識の 問題｡ 地震 の 時 に ど う あ る べ きか い ろ い ろ書 い た

が 本当に で き る と は限 ら な い ｡

石 川 養護教員養成課程

地震に 対 し て も っ と知識を持 ち, 惑 わ さ れ る こ と なく正 し い

-
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行動 を行 え るよ う に なり た い ｡

富 山 養護教員養成課程

書 い て い く う ち に自分 の 教員の 理 想像 が膨 らん で , 頑が 整理

さ れ て い っ た
｡

石川 養護教員養成課程

地震の お そ ろ し さ は体験 しな い と分か らな い ,
と思う ｡ だ か

ら私もそ ん な に わ か っ て な い ｡ 地震 の 経験 の な い 生徒 に , そ の

お そ ろ しさ を 理解 し て も らう の は, と て も むず か しい だ ろ う ｡

富 山 養護教員養成課程

筆記 は めん ど うな の で 選択 に し て 欲 し い ｡

石川 養護教員養成課程

難 しか っ た｡

富山 養護教員養成課程

い ぎ と い う 時自分 は ど う す べ きか が 全くわ か ら な い の で も っ

と
, 普段 か ら考 え て い く 必要が ある と思 っ た ｡

福井 養護教員養成課程

よく考 え て み た ら私自身 ,
地震時 の 対処 や行動 が分か っ て い

な い と 気づ い た ｡

富 山 養護教員養成課程

地震 に 対す る知識を教員 と して の 立場 か ら, も っ と考 え な い

とい けな い と思 い ま した.

不 明 養護教員養成課程

地震 と は起 こ り う るモ ノ で あ る と感 じた ｡ 教員 と し て , ま た

一 人の 人間 と し て どう し た ら よ い の か とい う こ と は, は っ きり

分か ら な い こ と に気 づ い た ｡ 大切 な こ と だ と思 う｡

富山 幼稚園教員養成課程

地震 に つ い て も っ と詳 しく知 っ て おか ね ばな ら な い と思 っ た｡

石川 幼稚園教員養成課程

地震 と い う もの を こ れ ほ ど知 らな か っ た こ とを 反省 し, で き

るだ け知識 を得 た い と思 っ た ｡

富山 幼稚園教員養成課程

も し, 自分 が教員 とな っ た と き, どう い う ふ う に生徒 に 接す

れ ば よ い か 不安 で あ る｡

富山 幼稚園教員養成課程

10 の 質問 は変 だ｡ 別 に教員 と い う立場 と は い え 特別 で もな ん

で も な い と思 う｡ 質問の 内容 は ど れ もや らなく て は な らな い こ

とだ と思 う｡

富山 幼稚園教員養成課程

自分が教員 に な っ て み た ら
-

と考 え た こ とが な か っ た ｡ 落 ち

着く こ とが 大切 だ と わ か っ て い て も, き っ と動揺す る だ ろ う｡

地震 の こ わ さ をわ すれ か けて い た｡ で き るだ け地震 に関する知

識 を身 に つ け よ う と思 う ｡

石川 幼稚園教員養成課程

地震 が起 きた 時 に 教員 は避難所 - すぐ に行く べ き で あ る と い

う こ と
,
ま た

,
避難所 で の 教 員と して の 行動 の 仕方 な ど, 今 日

初 め て 知 っ た ｡ 教員 は, た だ単 に 生徒 に 知識を教 え る だ けで は

なく, 人 間的 に す ご い 人間 で あ る人が な る職業 で あ る の だ と感

じ た｡

石川 幼稚園教員養成課程

地震 に つ い て 少 し身近 な な もの と し て 捉 え る こ と が で きた と

思 い ま す. こ の 講義 の プ リ ン トを大事 に して , 将来 は, ｢ 地震

に強 い 教員｣ に な ろう と思 い ま す｡ あ りが と う ご ざい ま した｡

石川 幼稚園教員養成課程

教員は と て も責任の あ る仕事 な の だ と 改め て 思 っ た｡

富 山 幼稚園教員養成課程

こ れ か ら, 教員 に は, 災害 に 対す る知識 を そ な わ っ て い な け

れ ば な らな い の か と思 っ た｡ あ らた め て 教員 と い う職業 は - -

ドで あ る｡

滋 賀 幼稚園教員養成課程

3 回 の ア ン ケ ー トを行 っ た が , 地震 に つ い て あ い ま い な こ と

が 多 い ｡ 将来教職 に つ い た 時, 多く の 子供 の 命を 預か る身 だ と

い う こ と を自覚 して , ア ン ケ ー

トに か い た行動は少 なく ともと っ

て い く よ う に し た い ｡

富山 幼稚園教員養成課程

こ の ア ン ケ
ー

ト は教員だ っ た と した ら とい う前提 に も とづ い

て い る の で 答 え る の に 苦労 し た｡

富 山 幼稚園教員養成課程

実際, 地震な ど の 災害 に あ っ た と き に, 自分が , 真 っ 先 に動

く 自信が な い ｡ 生徒 と
一 緒に あ わ て ふ た め く姿が , 思い 浮 かぶ ｡

そ う で はなく て
, 今 か ら地震 の メ カ ニ ズ ム に つ い て 理 解 し, い

ざ 地震が 釆 た ら, と い う と きの 対処法も身 に つ け て お か なく て

はい けな い と痛感 し た｡

石川 幼稚園教員養成課程

先生 は
,
こ の ア ン ケ

ー

トを ど の よ う に して 利 用 して い る の で

すか ｡ 私 は, 詳 しい 防災方法や実際 に地震 が起 こ っ た所 の 状 態

を 聞 きた か っ た で す｡

石川 幼稚減数員養成課程

P T S D に つ い て も っ と知 り た い と思 い ま し た｡

富山 幼稚園教員養成課程 教員 と し て や らな け れ ば い け な い

こ とが た く さん あ る こ と に 気 づ か せ られ た｡

富Ll｣ 幼稚園教員養成課程

10 の 質問 は あ ま り よ い 質問 で は な い と思 わ れ る｡ 私 は , どの

よ う な職業 に つ い て い よ う と人間 は人間 だ と考 え て い るo 教 員

だ か ら公務員だ と もい っ て い られ な い と思 う｡
一 人の 人 間と し

て
, 家族 は大切 だ し自分 に ｢ え ん｣ し た人 も大切 だ｡ 私 は大切

だ と思う 人 の 為 に 動 き た い ｡

岐阜 幼稚園教員養成課程

教員 と い え ど も
一

般 の 人 な の だ か ら地震が起 こ っ た際, 生徒

た ちの 安否も気づ か わ ね ば な ら な い が , 家族 の 安否も気 づ か っ

て い か な け れ ば な ら な い とわ か り , 両立 で き れ ば理 想 で あ るが ,

本当 に で き るか が 疑問 で あ る｡

広島 幼稚園教員養成課程

教員がす べ き役割 に つ い て 考え させ ら れ た｡ 責任 が重 い ん だ

な と思 っ た｡

富山 幼稚園教員養成課程

地震 に つ い て 最低限の 知識を得 て おく べ き だ と 思 っ た ｡ そ れ

に 加 え て 教員 は沢山の 生徒達を ど うや っ て 守 るか に つ い て も,

日頃か ら考 え て お か な けれ ば な ら な い と思 う｡ 地震 はい っ 起き

るか わか らな い の で , 防災訓練 な ど も っ と真剣 に取り 組ま な け

れ ばな ら な い と思 っ た ｡
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